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地域力が高く
誰もが幸せに暮らせるまち
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巻頭言

神栖市
鹿島灘と利根川に囲まれた豊かな自然と
工業・農業・漁業が共存するまち　かみす

保険者
紀行



秋号の表紙

阿見町
「二所ノ関部屋」

　阿見町にある二所ノ関部屋は、元
横綱 稀勢の里の二所ノ関親方により
2022年 6月に開所し、土俵を2面
設けるなど効率的に稽古できる環境
が整っています。2025 年 5月には
第75代横綱 大の里が誕生し、ます
ます全国からの注目を集めています。
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阿
見
町
は
茨
城
県
南
部
に
位
置

し
、
霞
ケ
浦
の
南
岸
に
面
し
て
い
ま

す
。東
京
か
ら
約
60
㎞
圏
内
に
あ
り
、

近
年
は
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車

道
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
町
内
に

2
か
所
設
置
さ
れ
る
な
ど
、
Ｊ
Ｒ
荒

川
沖
駅
も
含
め
て
交
通
利
便
性
が
向

上
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
市
街

地
開
発
が
活
発
化
し
、
本
町
の
常
住

人
口
は
令
和
5
年
に
5
万
人
を
突

破
し
ま
し
た
。
令
和
7
年
に
実
施
さ

れ
る
国
勢
調
査
で
こ
の
人
口
が
維
持

さ
れ
れ
ば
、
単
独
で
市
制
施
行
の
人

口
要
件
を
満
た
す
こ
と
と
な
り
、
町

で
は
令
和
初
の
市
制
施
行
に
向
け
た

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

観
光
面
で
は
、
平
成
22
年
に
開
館

し
た
予
科
練
平
和
記
念
館
が
、
貴
重

な
歴
史
遺
産
で
あ
る
予
科
練
や
旧
海

軍
航
空
隊
の
戦
史
記
録
を
保
存
・
展

示
し
て
お
り
、
令
和
6
年
8
月
に
累

計
来
館
者
数
70
万
人
を
達
成
し
ま
し

た
。  さ

ら
に
、
令
和
4
年
6
月
に
は
元

横
綱
稀
勢
の
里
関
の
相
撲
部
屋
「
二

所
ノ
関
部
屋
」
が
町
内
に
開
所
し
、

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
の
分
野
で
の
連
携

も
進
ん
で
い
ま
す
。

さ
て
、
国
民
健
康
保
険
の
状
況
に

つ
き
ま
し
て
は
、
高
齢
化
の
進
行
と

被
用
者
保
険
の
適
用
拡
大
に
よ
り
被

保
険
者
数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
一
方

で
、
一
人
当
た
り
の
医
療
費
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
蔓
延
前
よ
り
増
加

し
て
お
り
、
厳
し
い
財
政
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。

昨
今
の
成
果
と
し
て
は
、
町
の
集

団
健
診
に
お
い
て
特
定
保
健
指
導
の

初
回
面
接
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
令

和
5
年
度
の
特
定
保
健
指
導
実
施

率
を
前
年
度
よ
り
19
・
1
％
向
上
さ

せ
ま
し
た
（
令
和
4
年
度
17
・
8
％

↓
令
和
5
年
度
36
・
9
％
）。
ま
た
、

特
定
健
診
の
受
診
率
向
上
を
目
指

し
、
令
和
5
年
度
か
ら
特
定
健
診
受

診
勧
奨
通
知
の
発
送
事
業
を
開
始
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
令
和
6
年
度

か
ら
は
重
複
頻
回
受
診
者
や
重
複
多

剤
投
与
者
に
対
す
る
保
健
指
導
事

業
も
開
始
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は

稲
敷
医
師
会
と
の
連
携
を
開
始
し
、

医
療
機
関
か
ら
の
助
言
を
受
け
な
が

ら
、
よ
り
効
果
的
な
保
健
事
業
の
実

施
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
県
や
国
民
健
康
保
険
団

体
連
合
会
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携

を
深
め
、
地
域
の
健
康
増
進
と
安
定

し
た
国
民
健
康
保
険
の
運
営
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
力
が
高
く

誰
も
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

阿見町長

千葉　繁

巻 頭 言



　

令
和
7
年
第
2
回
通
常
総
会

が
7
月
25
日
（
金
）
に
、
茨
城

県
市
町
村
会
館
「
大
会
議
室
」

で
開
催
さ
れ
、
令
和
6
年
度
事

業
報
告
及
び
各
会
計
歳
入
歳
出

決
算
な
ど
議
決
事
項
12
件
を
上

程
し
、
全
議
案
と
も
原
案
通
り

可
決
承
認
さ
れ
た
。

　

は
じ
め
に
、
小
田
川
理
事
長

（
つ
く
ば
み
ら
い
市
長
）
よ
り
、

会
員
及
び
来
賓
者
に
対
し
感
謝

の
意
を
述
べ
る
と
と
も
に
「
基

幹
業
務
で
あ
る
審
査
支
払
業
務

の
適
正
な
執
行
は
も
と
よ
り
、

保
険
者
努
力
支
援
制
度
の
評
価

指
標
と
な
っ
て
い
る
特
定
健
診

受
診
率
や
保
険
税
収
納
率
等
向

上
の
た
め
の
保
健
事
業
、
医
療

費
適
正
化
や
各
種
の
保
険
者
共

同
事
業
な
ど
に
対
し
、
こ
れ
ま

で
蓄
積
し
て
き
た
多
く
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
最
大
限
に
活
用
し
支
援

に
努
め
て
い
く
。」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。

　

続
い
て
、
来
賓
の
茨
城
県
保

健
医
療
部
保
健
政
策
課
長 

中

村
珠
美
氏
か
ら
「
皆
保
険
制
度

を
堅
持
し
、
安
定
的
な
財
政
運

営
を
行
う
た
め
に
は
、
医
療

費
適
正
化
の
推
進
、
ひ
い
て
は

県
民
の
み
な
さ
ま
の
健
康
づ
く

り
が
必
要
不
可
欠
と
考
え
て
い

る
。
本
県
で
は
、
各
保
険
者
、

国
保
連
合
会
の
皆
様
と
協
力

し
、
Ｋ
Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
の
機
能

拡
張
を
行
う
こ
と
で
、
特
定
健

診
受
診
率
の
向
上
や
医
療
費
適

正
化
対
策
事
業
の
効
率
的
、
効

果
的
な
推
進
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　

こ
う
し
た
事
業
の
推
進
に

は
、
各
保
険
者
、
国
保
連
合
会

と
の
協
力
、
連
携
し
た
取
り
組

み
が
必
要
で
、
今
後
と
も
ご
理

解
、
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
。」

と
あ
い
さ
つ
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
小
田
川
理
事
長
が

議
長
を
務
め
議
事
に
入
り
、
報

告
事
項
で
は
、
令
和
6
年
度
各

会
計
歳
入
歳
出
予
算
補
正
な
ど

12
件
を
報
告
し
た
。

　

続
く
議
決
事
項
で
は
、
規
約

の
一
部
改
正
、
令
和
6
年
度
事

業
報
告
及
び
各
会
計
歳
入
歳
出

決
算
、
財
産
目
録
の
認
定
、
役

員
の
選
任
な
ど
12
件
が
上
程
さ

れ
、
原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ

た
。

小
田
川
理
事
長

（
つ
く
ば
み
ら
い
市
長
）

令
和
6
年
度
事
業
報
告
等
原
案
通
り
可
決

令和 7年第 2回通常総会　開催

中
村
茨
城
県
保
健
医
療
部

保
健
政
策
課
長

監
査
報
告
を
す
る

野
村
監
事
（
八
千
代
町
長
）
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提 案 総 括 表

公　　告

報告事項
　〔令和7年第2回理事会（書面審議）：令和7年3月19日可決（専決事項）〕
報告第10号　令和6年度茨城県国民健康保険団体連合会一般会計歳入歳出予算補正について
報告第11号　 令和6年度茨城県国民健康保険団体連合会後期高齢者医療事業関係業務特別会計歳入歳出予算補

正について
報告第12号　 令和6年度茨城県国民健康保険団体連合会特定健康診査・特定保健指導等事業特別会計歳入歳出

予算補正について
報告第13号　 令和6年度茨城県国民健康保険団体連合会介護保険事業関係業務特別会計歳入歳出予算補正につ

いて
報告第14号　 令和6年度茨城県国民健康保険団体連合会障害者総合支援法関係業務等特別会計歳入歳出予算補

正について
報告第15号　令和6年度茨城県国民健康保険団体連合会職員退職手当特別会計歳入歳出予算補正について
報告第16号　令和7年度茨城県国民健康保険団体連合会一般会計歳入歳出予算補正について
報告第17号　 令和7年度茨城県国民健康保険団体連合会介護保険事業関係業務特別会計歳入歳出予算補正につ

いて
報告第18号　 令和7年度茨城県国民健康保険団体連合会障害者総合支援法関係業務等特別会計歳入歳出予算補

正について
　〔令和7年第4回理事会：令和7年7月2日可決（専決事項）〕
報告第19号　 令和7年度茨城県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計歳入歳出予算補正について
　〔令和7年第4回理事会：令和7年7月2日可決〕
報告第20号　茨城県国民健康保険団体連合会役員の報酬等に関する規則の一部を改正する規則について
報告第21号　茨城県国民健康保険団体連合会職員旅費規則の全部を改正する規則について

議決事項
議案第16号　茨城県国民健康保険団体連合会規約の一部を改正する規約について
議案第17号　令和6年度茨城県国民健康保険団体連合会事業報告の認定について　
議案第18号　令和6年度茨城県国民健康保険団体連合会一般会計歳入歳出決算の認定について
議案第19号　 令和6年度茨城県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計歳入歳出決算の認定について
議案第20号　 令和6年度茨城県国民健康保険団体連合会後期高齢者医療事業関係業務特別会計歳入歳出決算の

認定について
議案第21号　 令和6年度茨城県国民健康保険団体連合会特定健康診査・特定保健指導等事業特別会計歳入歳出

決算の認定について　
議案第22号　 令和6年度茨城県国民健康保険団体連合会介護保険事業関係業務特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて
議案第23号　 令和6年度茨城県国民健康保険団体連合会障害者総合支援法関係業務等特別会計歳入歳出決算の

認定について
議案第24号　令和6年度茨城県国民健康保険団体連合会職員退職手当特別会計歳入歳出決算の認定について
議案第25号　 令和6年度茨城県国民健康保険団体連合会旧国保会館跡地貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定

について
議案第26号　令和6年度茨城県国民健康保険団体連合会財産目録の認定について
議案第27号　役員の選任について

　国民健康保険法施行令第26条において準用する同令24条の規定により、令和6年度茨城県国民健康保険
団体連合会事業報告及び各会計歳入歳出決算並びに財産目録を公告する。
　令和7年 7月25日

茨城県国民健康保険団体連合会　
理事長　小田川   浩　　　
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令
和
６
年
度
茨
城
県
国
民
健
康

保
険
団
体
連
合
会
事
業
報
告

　

令
和
6
年
度
は
、
本
会
の
基
幹
業
務
で
あ
る

審
査
支
払
業
務
や
保
険
者
支
援
事
業
等
、
事

業
計
画
に
基
づ
き
実
施
す
る
事
業
の
ほ
か
、
国

保
総
合
シ
ス
テ
ム
等
の
ク
ラ
ウ
ド
化
や
支
払
基

金
と
の
受
付
領
域
の
共
同
利
用
な
ど
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
も
適
切
に
実
施
し
た
。
ま
た
、
令

和
元
年
度
か
ら
、
国
か
ら
の
協
力
要
請
に
よ
り

緊
急
風
し
ん
検
体
検
査
等
事
業
の
請
求
支
払
業

務
、
介
護
職
員
及
び
福
祉
・
介
護
職
員
を
対
象

と
し
た
処
遇
改
善
支
援
補
助
金
事
業
の
交
付
金

算
出
事
務
を
実
施
し
、引
き
続
き
、迅
速
、適
切
、

柔
軟
に
対
応
を
行
っ
た
。

主
な
取
組
状
況
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

1 

．
審
査
支
払
業
務
の
効
率
化
・
高
度
化
と
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
の
整
備
等

⑴ 　
「
国
保
審
査
業
務
充
実
・
高
度
化
計
画
」

及
び
「
審
査
支
払
機
能
に
関
す
る
改
革
工

程
表
」
の
実
現
に
向
け
、
審
査
基
準
の
全

国
統
一
等
の
審
査
支
払
機
関
改
革
に
つ
い

て
、
審
査
委
員
会
と
連
携
の
う
え
確
実
に

実
施
し
た
。

⑵ 　

画
面
審
査
に
お
け
る
シ
ス
テ
ム
チ
ェ
ッ

ク
項
目
の
拡
充
に
つ
い
て
、
全
国
統
一
の

動
向
と
保
険
者
ニ
ー
ズ
の
バ
ラ
ン
ス
に
留

意
し
な
が
ら
適
切
な
項
目
の
設
定
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
随
時
見
直
し
を
行
い
適

正
な
審
査
と
業
務
の
効
率
化
を
図
っ
た
。

⑶ 　

柔
道
整
復
師
施
術
療
養
費
に
つ
い
て
、

支
払
い
範
囲
の
拡
大
と
し
て
令
和
6
年
10

月
か
ら
社
団
外
施
術
所
の
支
払
業
務
を
実

施
し
た
が
、
シ
ス
テ
ム
の
事
前
検
証
や
保

険
者
と
の
調
整
な
ど
を
適
切
に
実
施
し
、

安
定
稼
働
に
向
け
た
対
応
を
行
っ
た
。

⑷ 　

国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
等
の
ク
ラ
ウ
ド
化

に
伴
い
、
安
定
稼
働
に
向
け
た
対
応
を

行
っ
た
。

⑸ 　

介
護
保
険
に
つ
い
て
、
令
和
5
年
4
月

か
ら
ケ
ア
プ
ラ
ン
デ
ー
タ
連
携
業
務
を
開

始
し
て
お
り
、
引
き
続
き
、
利
用
事
業
者

へ
の
証
明
書
発
行
業
務
等
を
適
切
に
実
施

し
、
円
滑
な
業
務
処
理
を
行
っ
た
。

2 

．
保
険
者
支
援
の
拡
充

⑴ 　

第
三
者
行
為
損
害
賠
償
求
償
事
務
に
つ

い
て
、
令
和
3
年
度
よ
り
全
て
の
第
三
者

行
為
を
受
託
範
囲
と
し
て
お
り
、
引
き
続

き
、
保
険
者
事
務
の
軽
減
、
効
率
化
と
医

療
費
適
正
化
に
資
す
る
よ
う
努
め
た
。

⑵ 　
「
国
保
・
後
期
高
齢
者
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー

ト
事
業
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
及
び
「
高
齢
者

の
特
性
を
踏
ま
え
た
保
健
事
業
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
第
2
版
」
等
に
基
づ
き
、
保
健
事
業

支
援
・
評
価
委
員
会
と
連
携
し
た
支
援
を

行
う
と
と
も
に
、
令
和
6
年
度
に
は
県
内

全
市
町
村
で
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護

予
防
の
一
体
的
な
実
施
に
向
け
た
取
り
組

み
が
展
開
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
好
事
例
の

収
集
及
び
横
展
開
、
Ｋ
Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
利

活
用
促
進
の
た
め
の
実
機
を
用
い
た
研
修

会
の
開
催
等
、
県
・
後
期
高
齢
者
広
域
連

合
と
連
携
し
た
支
援
を
行
っ
た
。

⑶ 　

国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
Ｋ
Ｄ
Ｂ
）
シ
ス

テ
ム
デ
ー
タ
等
の
活
用
強
化
を
図
る
た

め
、
Ｋ
Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
の
外
付
け
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
、
よ
り
効
果
的
・
効
率
的
な

伴
走
支
援
を
行
っ
た
。

⑷ 　

効
果
的
な
広
報
事
業
と
し
て
、
新
聞
広

告
を
実
施
（
1
ヶ
月
3
回
掲
載
を
3
ヶ
月

間
）
し
た
。
内
容
に
つ
い
て
は
、「
特
定

健
康
診
査
受
診
促
進
」、「
糖
尿
病
予
防
啓

発
」、「
重
複
服
薬
及
び
多
剤
投
与
注
意
喚

起
」
の
3
テ
ー
マ
と
し
、広
告
サ
イ
ズ
（
半

5
段
モ
ノ
ク
ロ
縦
1
6
8
㎜
×
横
1
8
8

㎜
）
に
て
掲
載
す
る
こ
と
に
よ
り
、
県
民

及
び
国
保
被
保
険
者
に
対
し
広
報
・
啓
発

活
動
を
行
っ
た
。

⑸ 　

本
会
、
市
町
村
、
委
託
業
者
の
三
者
間

で
契
約
し
、
特
定
健
診
受
診
率
向
上
共
同

事
業
を
行
っ
た
。

3 

．
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
推
進
等

本
会
が
保
有
す
る
個
人
情
報
を
は
じ
め
と
す

る
全
て
の
情
報
資
産
を
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
上

の
脅
威
か
ら
保
護
す
る
た
め
、
認
証
取
得
し
た

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

（
I
S
M
S
）
に
基
づ
き
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

を
確
保
し
た
。

4 

．
会
務
運
営
の
健
全
化
等

⑴ 　

総
会
及
び
理
事
会
の
議
事
録
を
は
じ

め
、
財
務
諸
表
の
公
開
を
行
う
な
ど
、
引

き
続
き
、会
務
運
営
の
透
明
化
を
図
っ
た
。

⑵ 　

会
計
処
理
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、

監
事
に
よ
る
監
査
、
公
認
会
計
士
に
よ
る

外
部
監
査
及
び
財
務
監
察
担
当
に
よ
る

抜
き
打
ち
検
査
等
に
よ
り
適
正
化
を
図
っ

た
。
ま
た
、
令
和
5
年
4
月
に
更
改
し
た

財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
引
き
続

き
、
円
滑
な
業
務
処
理
に
努
め
、
効
果
的
・

効
率
的
な
運
用
を
図
っ
た
。

⑶ 　

財
政
の
健
全
化
を
図
る
た
め
、
契
約
事

務
の
適
正
化
、
物
件
費
等
内
部
経
費
の
縮

減
等
に
努
め
る
と
と
も
に
、
国
に
お
け
る

国
保
連
合
会
の
事
業
の
非
課
税
化
等
に
係

る
税
制
改
正
の
動
向
な
ど
を
踏
ま
え
、
適

正
な
手
数
料
の
設
定
等
を
行
っ
た
。

⑷ 　

職
員
研
修
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
専
門

性
の
高
い
職
員
の
育
成
等
に
努
め
る
と
と

も
に
、
業
務
処
理
の
効
率
化
な
ど
に
よ
り

働
き
方
改
革
を
進
め
た
。

5 

．
診
療
報
酬
等
審
査
支
払
の
状
況

区　　分 件　　数 支払額（円） 対前年度比
件数（％） 支払額（％）

国保診療報酬支出金 9,451,326 176,323,516,721 △ 3.34 △ 2.74
後期高齢者医療診療報酬支出金 12,713,069 367,380,638,763 3.94 2.92
公費負担医療費支出金（国保＋後期） (540,953) 3,369,442,010 △ 14.58 △ 19.70
医療福祉費支出金 (1,848,071) 7,454,297,066 △ 1.17 △ 1.55
出産育児一時金支出金 1,398 668,494,644 △ 7.48 △ 6.76
風しん抗体検査等費用支出金 8,129 51,385,831 13.34 12.98
新型コロナウイルスワクチン接種費用支出金 1,589 3,996,927 △ 98.43 △ 98.42
妊婦・乳児健康診査費支出金 241,910 1,629,294,384 △ 3.09 △ 3.49
特定健康診査等費用支出金（後期高齢者健診費用含む） 212,411 1,876,902,819 7.96 16.71
介護給付費等（公費含む）支出金 3,609,197 238,449,768,888 2.77 2.56
障害介護給付費等支出金 639,719 87,300,963,351 6.69 11.04

合　　計 26,878,748 884,508,701,404 0.76 2.20
※公費負担医療費及び医療福祉費の件数は国保診療報酬及び後期高齢者医療診療報酬の再掲
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令和 6年度会計別決算概要について
○歳入歳出決算状況について （単位：円）

会計別
令和 6年度 令和 5年度 収支差引額の

前年度との比較
（A）－（B）予算現額 収入済額 支出済額 収支差引額（A）収支差引額（B）

一般会計 741,215,000 718,976,617 633,923,964 85,052,653 69,906,678 15,145,975
診療報酬審査支払特別会計 2,557,385,000 2,393,065,499 2,103,466,048 289,599,451 123,901,245 165,698,206
後期高齢者医療事業関係業務特別会計 2,177,096,000 2,021,048,353 1,855,643,871 165,404,482 85,078,388 80,326,094
特定健康診査・特定保健指導等事業特別会計 91,496,000 94,105,153 69,844,281 24,260,872 22,016,846 2,244,026
妊婦･乳児健康診査委託料審査支払
事業特別会計 0 0 0 0 4,358,172 △ 4,358,172

介護保険事業関係業務特別会計 390,342,000 356,630,501 289,693,373 66,937,128 32,955,871 33,981,257
障害者総合支援法関係業務等特別会計 148,034,000 159,100,435 117,619,492 41,480,943 34,366,955 7,113,988
職員退職手当特別会計 114,770,000 84,269,776 84,269,776 0 0 0
旧国保会館跡地貸付事業特別会計 1,324,000 1,320,054 590,100 729,954 ― 729,954
一般会計・特別会計（業務勘定）計 6,221,662,000 5,828,516,388 5,155,050,905 673,465,483 372,584,155 300,881,328

会計別
令和 6年度 令和 5年度 収支差引額の

前年度との比較
（A）－（B）予算現額 収入済額 支出済額 収支差引額（A）収支差引額（B）

審査支払特別会計（国保分） 202,527,592,000 176,328,103,340 176,326,067,517 ※1 2,035,823 45,062 1,990,761
審査支払特別会計（公費負担医療分） 3,810,802,000 2,711,199,688 2,711,148,621 ※2 51,067 17,835 33,232
審査支払特別会計（医療福祉分） 8,553,017,000 7,455,314,797 7,455,297,068 ※1 17,729 2,128 15,601
審査支払特別会計（出産育児一時金等分） 744,006,000 668,494,644 668,494,644 0 0 0
審査支払特別会計（健康保険診療報酬分） 9,000 0 0 0 0 0
審査支払特別会計（抗体検査等費用分） 87,939,000 55,432,758 55,432,758 0 0 0
審査支払特別会計（妊婦・乳児健康診査費等分） 1,904,190,000 1,629,294,384 1,629,294,384 0 ― 0
後期高齢者医療事業関係業務
特別会計（後期高齢者医療分） 384,905,800,000 367,336,090,769 367,331,920,531 ※1 4,170,238 217,681 3,952,557

後期高齢者医療事業関係業務
特別会計（公費負担医療分） 1,824,345,000 660,311,950 660,311,950 0 0 0

後期高齢者医療事業関係業務
特別会計（歯科健康診査分） 88,006,000 51,282,000 51,282,000 0 0 0

特定健康診査・特定保健指導等事業特別会計
（特定健康診査・特定保健指導等費用分） 1,902,005,000 1,876,910,612 1,876,902,819 ※1 7,793 ― 7,793

介護保険事業関係業務特別会計（介護給付費分） 250,070,449,000 235,594,998,279 235,594,982,421 ※1 15,858 0 15,858
介護保険事業関係業務特別会計
（公費負担医療分） 3,255,224,000 2,854,786,467 2,854,786,467 0 0 0

障害者総合支援法関係業務
特別会計（障害介護給付費分） 73,015,501,000 68,571,342,088 68,571,342,088 0 0 0

障害者総合支援法関係業務
特別会計（障害児給付費分） 19,570,109,000 18,729,621,263 18,729,621,263 0 0 0

特別会計（支払勘定）　計 952,258,994,000 884,523,183,039 884,516,884,531 6,298,508 282,706 6,015,802

合　　　計 958,480,656,000 890,351,699,427 889,671,935,436 679,763,991 372,866,861 306,897,130

※１　支払保留分　　※ 2　指定公費過受領分：令和 7年度国に返還

茨城県国民健康保険団体連合会役員名簿
令和 7年 8月 1日現在（任期：R7.8.1 ～ R9.7.31）

役　名 氏　名 所　属 役　名 氏　名 所　属
理事長 小田川　浩 つくばみらい市長

理事

大塚　秀喜 桜川市長

副理事長
原　　浩道 潮来市長 鈴木　周也 行方市長
高梨　哲彦 大子町長 小林　宣夫 茨城町長
橋本　正裕 境町長 國井　　豊 大洗町長

常務理事 森田　達也 国保連合会 山田　　修 東海村長

理事

針谷　　力 古河市長 松﨑　信夫 茨城県医師国保組合理事長
沼田　和利 牛久市長

監事

田口　伸一 鹿嶋市長
五十嵐立青 つくば市長 中島　　栄 美浦村長
大谷　　明 ひたちなか市長 知久　清志 五霞町長
松丸　修久 守谷市長
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96,000

97,000

98,000

99,000

100,000

101,000

102,000

令和3年度 令和4年度 令和5年度

（円） （％）
1人当たりの調定額（円）
収納率（%）（現年分）

92.00

92.20

92.40

92.60

92.80

93.00

93.20

93.40

93.60

93.80

94.00

101,676 98,196 98,776

93.80

92.65

93.22

※総人口・総世帯数：住民基本台帳より入力 
　総人口・総世帯数以外：国民健康保険事業年報より入力（年間平均）
　特定健診・特定保健指導の状況：特定健診等データ管理システムからの情報を入力

保険者の概況
国保税収納状況〔現年分〕

保険者紀行

神栖市

国保の加入状況等
令和3年度 令和4年度 令和5年度

総世帯数（世帯） 43,104 43,611 44,184
総人口（人） 94,779 94,324 93,909

国保被
保険者

加入世帯数（世帯） 13,417 13,125 12,802
被保険者数（人） 21,622 20,816 19,907

被保険者加入率（％） 22.8 22.1 21.2

保険料（税）
収納状況

1人当たりの調定額（円） 101,676 98,196 98,776
収納率（％）（現年分） 93.80 93.22 92.65

1人当たりの療養諸費費用額（円） 333,040 349,773 374,737

医療費適正化
対策の状況

1人当たりの財政効果額（円） 1,732 3,218 2,911
財政効果率（％） 0.63 1.11 0.92

保健事業費の
状況

1人当たりの保健事業費（円） 1,018 1,122 1,113
保険料（税）に占める割合（％） 1.07 1.23 1.22

特定健診・
特定保健指導

の状況

特定健診受診率（％） 32.9 38.0 36.9
特定保健指導実施率（％） 38.9 42.2 56.4

鹿
島
灘
と
利
根
川
に
囲
ま
れ
た
豊
か
な
自
然
と

工
業
・
農
業
・
漁
業
が
共
存
す
る
ま
ち  

か
み
す

神
栖
市
は
茨
城
県
の
東
南
端
に
位
置
し
、
東
側
は

太
平
洋
（
鹿
島
灘
）
に
、
南
側
・
西
側
は
利
根
川
を

経
て
千
葉
県
に
、
北
西
側
は
鹿
嶋
市
及
び
潮
来
市
に

接
し
た
市
で
す
。

市
の
北
部
か
ら
東
部
一
帯
は
、
鹿
島
港
及
び
鹿
島

臨
海
工
業
地
帯
が
整
備
さ
れ
、
製
造
品
出
荷
額
は

茨
城
県
1
位
、
温
暖
な
気
候
と
水
は
け
の
よ
い
砂

地
を
生
か
し
て
栽
培
し
た
ピ
ー
マ
ン
は
、
ブ
ラ
ン
ド

品
と
し
て
高
い
評
価
を
受
け
、
全
国
1
位
の
出
荷
量

を
誇
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
南
部
は
波
崎
漁
港
を
中

心
に
漁
業
が
盛
ん
で
、
サ
バ
の
缶
詰
な
ど
の
水
産
加

工
品
が
特
産
品
と
な
っ
て
お
り
、
工
業
、
農
業
、
漁

業
な
ど
の
産
業
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
形
成
さ
れ
て
い
ま

す
。

息栖神社・息栖にぎわいテラス
　鹿島神宮、香取神宮とともに東国三社と呼ば
れ、古くから信仰を集めた息栖神社。水上交通
が盛んな頃は息栖河岸とともに、まちのにぎわ
いを作り出してきました。近年は東国三社詣やパ
ワースポット巡りで参拝者が増加しています。
　今年10月には息栖神社の近くに、特産品販売
やカフェを備える「息栖にぎわいテラス」のオープ
ンが予定されています。

カミスココくん
頭が茨城県の形をしていて、
「神栖市はココだよ!」と元気
に可愛くアピールしてくれて
いる、とてもユニークなキャ
ラクターです。
チャームポイントは神栖市を
見つめる流し目。趣味は台車
でお散歩することです。



神栖市

7 茨城の国保 555

納
付
環
境
の
拡
大
で
収
納
率
向
上
を

図
る神

栖
市
は
、
国
保
税
の
賦
課
を
国
保
年
金

課
、
徴
収
を
納
税
課
が
担
当
し
て
お
り
、
令

和
5
年
度
現
年
分
国
保
税
収
納
率
は
、
92
・

65
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

納
付
に
つ
い
て
は
、
納
付
書
に
バ
ー
コ
ー

ド
と
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
記
載
し
、
W
e
b
口
座

振
替
受
付
サ
ー
ビ
ス
、
コ
ン
ビ
ニ
納
付
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
（P

ayP
ay

、P
ayB

、

auP
ay

、
楽
天
銀
行
）
を
利
用
し
た
納
付
の

ほ
か
、
令
和
5
年
か
ら
は
地
方
税
共
通
納
税

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

払
い
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
等

で
の
多
様
な
納
付
方
法
が
可
能
と
な
り
、
納

税
者
の
利
便
性
向
上
と
収
納
率
の
向
上
を

図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
納
付
書
発
送
時
に
口
座
振
替
の

利
用
を
促
進
し
て
い
る
ほ
か
、
市
役
所
及
び

市
施
設
に
て
啓
発
物
品
を
配
布
し
て
周
知
を

図
っ
て
い
ま
す
。

休
日
・
夜
間
納
税
相
談
で

早
期
納
付
に
つ
な
げ
る

当
市
で
は
、
毎
月
、
第
2
・
第
4
日
曜
日

を
開
庁
（
8
時
30
分
〜
17
時
15
分
）
し
、
納

税
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
日

に
つ
い
て
も
17
時
15
分
〜
19
時
ま
で
夜
間
納

税
相
談
日
を
設
け
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
夜

間
納
税
相
談
に
つ
い
て
は
、
令
和
6
年
度
か

ら
事
前
予
約
制
と
し
、
相
談
希
望
日
の
3
日

前
ま
で
に
電
話
ま
た
は
窓
口
予
約
サ
ー
ビ
ス

（
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
か
ら
予
約
可
能

日
の
空
き
状
況
を
確
認
し
て
申
込
み
を
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

1
人
当
た
り
の
相
談
時
間
は
、
30
分
程
度

で
、
生
活
状
況
な
ど
を
よ
く
聞
い
て
早
期
納

付
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

早
期
完
納
通
知
や
自
動
音
声
電
話
、
Ｓ
Ｍ
Ｓ

な
ど
の
活
用
で
収
納
率
向
上
に
つ
な
げ
る

滞
納
が
発
生
し
た
ら
、
ま
ず
は
文
書
な
ど

で
早
期
完
納
を
通
知
（
納
付
催
告
）
し
ま
す
。

催
告
書
は
、
年
16
回
送
付
し
て
い
る
ほ
か
、

令
和
5
年
6
月
に
滞
納
者
に
対
し
て
、
自
動

音
声
電
話
に
よ
る
催
告
を
行
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
令
和
6
年
6
月
か
ら
、
納
税
課

に
携
帯
電
話
番
号
の
登
録
が
あ
り
、
納
付
が

確
認
で
き
な
い
対
象
者
に
Ｓ
Ｍ
Ｓ
（
シ
ョ
ー

ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
）
で
未
納
の
お
知

ら
せ
を
し
て
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
催
告

の
実
施
を
し
て
い
ま
す
。

短
期
間
で
納
付
が
で
き
な
い
場
合
は
具
体

的
な
納
付
計
画
を
立
て
納
付
し
ま
す
が
、
計

画
が
立
て
ら
れ
な
い
場
合
、
ま
た
計
画
を
立

て
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
分
納
不
履
行
と
な
っ

た
滞
納
者
に
は
、預
貯
金
、生
命
保
険
、給
与
、

不
動
産
な
ど
の
財
産
調
査
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
滞
納
者
の
資
力
状
況
を
見
極
め
、
差
押

え
を
強
化
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
茨

城
租
税
債
権

管
理
機
構
へ

の
徴
収
移
管

や
差
押
え
財

産
の
公
売
に

よ
る
換
価
な

ど
も
行
っ
て

い
ま
す
。

基
本
健
診
と
が
ん
検
診
の
同
日
実
施

や
土
日
の
健
診
日
設
定
な
ど
で
受
診

率
向
上
を
図
る

当
市
の
特
定
健
康
診
査
は
、
集
団
健
診
・

医
療
機
関
健
診
が
あ
り
、
5
月
下
旬
に
対
象

者
へ
一
斉
に
受
診
券
と
案
内
チ
ラ
シ
を
送
付

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
年
間
の
健
康
診
査
と

が
ん
検
診
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
申
込
方
法
が

分
か
る
神
栖
市
健
診
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
全
世

帯
へ
送
付
し
て
い
ま
す
。　

ほ
か
に
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
、

L
I
N
E
、
メ
ー
ル
を
活
用
し
、
特
定
健
診

の
ご
案
内
を
行
っ
て
い
ま
す
。

集
団
健
診
で
は
、
基
本
健
診
と
が
ん
検
診

を
同
日
受
診
で
き
、
土
日
も
健
診
日
を
設
け
、

受
診
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
し
て
い
ま

す
。
当
市
の
が
ん
検
診
は
無
料
で
受
診
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
、
集
団
健
診
で
同
日
受

診
さ
れ
る
方
が
多
い
で
す
。
オ
プ
シ
ョ
ン
検

査
で
あ
る
心
電
図
と
眼
底
検
査
も
、
特
定
健

診
対
象
者
に
は
無
料
で
実
施
し
て
お
り
、
心

臓
・
脳
血
管
疾
患
の
早
期
発
見
と
予
防
に
努

め
て
い
ま
す
。
医
療
機
関
健
診
よ
り
集
団
健

診
を
受
診
す
る
割
合
が
高
く
、
令
和
6
年
度

は
集
団
健
診
を
45
日
間
実
施
し
ま
し
た
。

筑
波
大
学
と
協
働
で
疫
学
研
究
も
実
施
し

て
お
り
、
当
市
の
生
活
習
慣
の
特
徴
を
捉
え
、

生
活
習
慣
病
予
防
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

医
療
機
関
で
の
受
診
勧
奨
チ
ラ
シ

配
布
で
受
診
率
ア
ッ
プ
を
図
る

当
市
で
は
、
健
診
未
受
診
者
に
対
し
、

A
I
分
析
に
よ
る
性
格
タ
イ
プ
別
の
6
種
類

の
受
診
勧
奨
通
知
を
年
2
回
送
付
し
て
い
ま

す
。
集
団
健
診
の
予
約
空
き
状
況
を
通
知
に

記
載
し
て
お
り
、
通
知
が
届
い
た
方
か
ら
予

約
の
お
電
話
を
多
く
い
た
だ
き
、
効
果
が
現

れ
て
い
ま
す
。
重
症
化
予
防
事
業
対
象
者
の

方
な
ど
、
対
象
を
絞
り
、
電
話
に
よ
る
受
診

勧
奨
も
行
っ
て
い
ま
す
。

計
画
的
納
税
の
推
進
で

収
納
率
向
上
に
努
め
る

神栖市国保年金課のみなさま

神
栖
市
国
保
年
金
課
・
納
税
課

神栖市役所

保険者紀行

減
量
や
減
塩
な
ど
を

テ
ー
マ
に
し
た
展
示
で

健
康
づ
く
り
に
繋
げ
る

神
栖
市　

健
康
増
進
課
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ま
た
、
分
析
の
結
果
、
医
療
機
関
を
受

診
し
て
い
る
方
の
健
診
未
受
診
者
割
合
が
一

番
高
く
（
レ
セ
プ
ト
あ
り
健
診
未
受
診
者
）、

今
年
度
よ
り
、
市
内
・
近
隣
医
療
機
関
に
も

協
力
し
て
も
ら
い
、
医
療
機
関
に
て
受
診
勧

奨
チ
ラ
シ
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

特
定
健
診
2
次
検
査
の
実
施
で
自
身
の

数
値
の
変
化
や
取
組
の
見
直
し
に
活
用

当
該
年
度
の
特
定
健
診
で
、
動
機
付
け
・

積
極
的
支
援
に
該
当
し
た
方
を
対
象
に
無
料

で
2
次
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
対
象
者

へ
は
、
案
内
通
知
を
送
付
し
、
電
話
予
約
制

で
2
日
間
開
催
し
て
い
ま
す
。

内
容
は
、
身
体
計
測
（
体
重
・
B
M
I
・

腹
囲
）・
血
圧
測
定
・
血
液
検
査
（
糖
・
脂
質
）・

個
別
保
健
相
談
を
全
員
に
実
施
し
、
特
定
健

診
結
果
で
尿
タ
ン
パ
ク
（
－
）
ま
た
は
（
±
）

の
方
の
み
、
尿
ア
ル
ブ
ミ
ン
検
査
も
実
施
し

て
い
ま
す
。

特
定
健
診
か
ら
数
ヶ
月
経
過
し
数
値
が
ど

の
よ
う
に
変
化
し
た
か
の
評
価
や
、
腎
機
能

の
よ
り
詳
し
い
評
価
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
個
別
保
健
相
談
を
行
い
、
前
回
健
診
か

ら
の
生
活
習
慣
改
善
状
況
や
近
況
を
伺
い
、

ご
自
分
の
取
組
を
見
直
し
て
も
ら
う
機
会
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。
参
加
者
か
ら
は
、「
前

回
の
健
診
か
ら
ど
の
く
ら
い
変
化
し
た
か
知

り
た
く
て
来
た
」、「
無
料
で
受
け
や
す
い
」

な
ど
の
声
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

特
定
保
健
指
導
定
例
会
の
開
催
で

担
当
者
間
の
情
報
共
有

令
和
5
年
度
か
ら
、
保
健
指
導
率
の
進

捗
状
況
確
認
や
保
健
指
導
方
法
に
つ
い
て
共

有
す
る
た
め
、
特
定
保
健
指
導
定
例
会
を

開
始
し
て
特
定
保
健
指
導
実
施
率
の
向
上
に

努
め
、
保
健
指
導
率
は
、
令
和
4
年
度
42
・

2
％
か
ら
令
和
5
年
度
は
54
・
6
％
と
県
内

4
位
ま
で
向
上
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
集
団
健
診
会
場
で
初
回
保
健
指
導

を
分
割
実
施
し
て
い
ま
す
。
初
回
面
接
シ
ー

ト
を
利
用

し
、
対
象
者

の
生
活
習
慣

の
改
善
意
欲

を
伺
い
、
対

象
者
に
合
わ

せ
た
保
健
指

導
を
行
え
る

よ
う
心
が
け

て
い
ま
す
。

当
市
は
、

急
性
心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
の
標
準
化
死
亡
比

が
高
い
こ
と
か
ら
、
保
健
指
導
ブ
ー
ス
に
は

減
量
や
減
塩
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
展
示
を

行
う
ほ
か
、
神
栖
市
の
現
状
を
知
っ
て
も
ら

う
た
め
に
チ
ラ
シ
を
配
布
す
る
な
ど
し
て
い

ま
す
。
チ
ラ
シ
を
見
た
方
は
、「
や
っ
ぱ
り

悪
い
の
ね
」、「
知
ら
な
か
っ
た
」
な
ど
驚
か

れ
る
方
が
多
い
で

す
。

　

今
後
も
特
定
保

健
指
導
に
携
わ
る

保
健
師
・
管
理
栄

養
士
と
目
標
を
共

有
し
、
保
健
指
導

率
の
向
上
や
重
症

化
予
防
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

「
栄
養
教
室
」
の
開
催
で
減
量
や

高
血
圧
予
防
の
知
識
を
広
め
る

特
定
健
診
2
次
検
査
と
同
日
に
栄
養
教
室

を
開
催
し
、
主
食
の
量
や
食
物
繊
維
・
減
塩

に
関
し
て
話
し
、
減
量
や
高
血
圧
予
防
の
知

識
を
広
め
て
い
ま
す
。
受
講
者
が
す
で
に
取

り
組
ん
で
い
る
こ
と
・
こ
れ
か
ら
取
り
組
め

そ
う
な
こ
と

を
個
別
に
確

認
し
、
ご
自

分
の
食
生
活

を
見
直
す
機

会
に
な
っ
て

い
ま
す
。

参
加
者
か

ら
は
、「
こ

の
食
材
は
食

べ
る
よ
う
に
し
て
る
よ
」、「
普
段
か
ら
食
べ

て
い
る
物
の
カ
ロ
リ
ー
が
高
か
っ
た
の
で
控

え
た
い
」
な
ど
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

「
神
栖
市
地
域
食
育
サ
ポ
ー
タ
ー
」

養
成
で
市
民
の
健
康
づ
く
り
を
応
援

当
市
で
は
、平
成
26
年
度
か
ら
独
自
に「
神

栖
市
地
域
食
育
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
養
成
し
て

い
ま
す
。
3
年
ご
と
に
養
成
講
座
を
開
催
し
、

令
和
6
年
度
は
新
規
に
6
名
の
加
入
が
あ

り
、
現
在
34
名
で
市
民
の
高
血
圧
等
の
生
活

習
慣
病
を
予
防
す
る
た
め
、
市
の
健
康
状
況

や
減
塩
・
適
塩
に
関
す
る
講
話
、
調
理
実
習
、

試
食
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
、

活
動
説
明
会
を
行
い
、
新
し
い
資
料
を
提
供

す
る
な
ど
、
定
期
的
に
サ
ポ
ー
タ
ー
同
士
の

交
流
会
や
勉
強
会
を
行
い
、
意
欲
と
知
識
を

高
め
て
い
ま
す
。
共
に
市
民
の
健
康
づ
く
り

を
応
援
し
て
く
れ
る
力
強
い
存
在
で
す
。

食
生
活
改
善
推
進
員
の
活
動

神
栖
市
食
生
活
改
善
推
進
員
の
方
々
に

は
、
毎
年
夏
休
み
に
行
う
お
や
こ
の
料
理
教

室
、
市
で
開
催
す
る
消
費
生
活
展
で
の
Ｐ
Ｒ
、

小
学
校
の
保
護
者
を
対
象
に
し
た
食
文
化
伝

承
料
理
教
室
、
高
校
生
を
対
象
に
し
た
よ
い

食
生
活
の
た

め
の
料
理
教

室
な
ど
、
子

ど
も
か
ら
大

人
ま
で
幅
広

い
市
民
に
向

け
て
、
食
育

を
広
め
て
い

た
だ
い
て
い

ま
す
。

神栖市健康増進課のみなさま

特定保健指導の様子

健診会場保健指導ブースの掲示物栄養教室の掲示物

食生活改善推進員の
活動の様子
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　市名「神栖」の由来
にもなった「神之池」。
　その周辺は、多くの
市民に親しまれている
大型遊具や幼児用遊具
などがそろう公園があ
ります。
　公園の中には2023
年にオープンしたカ
フェもあり、テラス席
からは芝生の向こうに
神之池を望むことがで
きます。 

124

スタート／ゴール

テニスコート野球場

花の森 パターゴルフ場

グランド
ゴルフ場

文化センター

武道館

中央公民館

体育館

レンタサイクル

陸上競技場

市役所

郵便局

カフェ（スターバックス）

つきやま
　広場

消
防
署

ふ
れ
あ
い
橋

大型ネット遊具

神之池

「神之池周回コース」
　今回は、桜や新緑、紅葉など、
四季折々の景色を楽しめる神之
池を周回するコースをご紹介し
ます。

　神栖市には県下最大の工業地帯「鹿島臨海工業地帯」があ
り、夜にはまるで別世界のような幻想的な風景が見られると
人気です。
　平成物産パーク港公園の港沿いからは、壮大な工場夜景を
見渡すことができます。

工場夜景

神之池緑地

道のコンシェルジュ

【コースのご案内】
　コースは平坦で100m毎に距離掲示
があり、池のほぼ中央に浮かぶ「ふれ
あい橋」を利用して半周でもどること
もできます。
　また、神之池周辺が整備され、新た
にカフェと遊具エリアができました。

約1.9km

約2.7km

囲碁・将棋盤
　神栖市は日本一の囲碁・将棋盤の
産地で、全国生産量の約8割を占め
ています。地元の船大工や樽職人が、
木を扱う技術を生かして囲碁・将棋
盤づくりを始めたという歴史ある一
品。

サバ
　波崎地域は、サバやイワシが豊富
に水揚げされる日本有数の漁師まち。
黒潮と親潮がぶつかる豊かな漁場が
あり、とれたての新鮮なサバを使っ
た水産加工も盛ん。
　新鮮さとおいしさがぎゅっと詰ま
ったサバ缶は、素材のよさがストレ
ートに味に出ます。トロサバを塩だ
れに漬け込んだサバ文化干しは、脂
ののった上品な味わい。

ピーマン
　神栖市はピーマンの出荷量が日本
一！新鮮でおいしいピーマンを多数
出荷しています。
　主に栽培されている品種は「みお
ぎ」で、柔らかくて苦みが少ないの
が特徴。丸かじりしたくなるみずみ
ずしさです。

神栖市の特産品



11 茨城の国保 555

　令和 7年 6月 25日（水）に標記部会を開催し、副部会長の
選任後、「令和 7年度特定健康診査・特定保健指導実施者研
修について」、「健康づくりに取り組む5つの宣言について」、「マ
イナ保険証利用に関する課題について」を報告した。また、「健
康づくりキャンペーンについて（広報物の作成について）」及
び、「第三者行為（交通事故等）の医療機関における一部負担
金の課題について」協議した。さらに、その他として「いばらきウォークの日」について説明した。

　令和 7年 7月 31日（木）に標記協議会を開催し、報告事項
として「第 1回作業部会の結果について」、議決事項として「令
和 6年度茨城県保険者協議会事業報告の認定について」、「令
和 6年度茨城県保険者協議会歳入歳出決算の認定について」
等、5議案について説明し、原案のとおり承認された。

　メタボリックシンドローム該当者及び予備群を減少させるための効果的な保健指導を実施できる人材の育成
を目的に、経験年数 1～ 2年の初任者を対象とした研修会を茨城県と共催で下記のとおり開催した。

◇第1回　動画研修 ―6月12日（木）～6月26日（木）
分　野 内　　容 講　　師

基礎編 第 4期特定健康診査・特定保健指導について 淑徳大学看護栄養学部栄養学科
　講師　坂口景子氏

技術編

生活習慣病、メタボリックシンドロームに対する基礎知識
～特定保健指導、飲酒に対する保健指導について～

茨城県医師会
　常任理事　淀繩　聡氏

「歯の健康、喫煙と口腔に関する保健指導の実際」 茨城県歯科医師会
　常務理事　北見英理氏

特定保健指導の実際 潮来市かすみ保健福祉センター
　市民健康グループ　我妻瑞恵氏

◇第2回　実務者（集合）研修 ―6月27日（金）
　令和 7年 6月 27日（金）茨城県市町村会館「講堂」
において、午前中は茨城キリスト教大学の石川祐一教授
による「栄養指導に関する保健指導」、「行動変容に関す
る理論と実践 ※食生活に関する保健指導の実際」と題し
た講義、午後は初回面接に関する講義とロールプレイを
行った。
　参加者からは、「ロールプレイで、自分の聞
きたいことと、対象者の回答が違うなどいろ
いろな面で気づきがあり、大変勉強になった。」
との声があった。
　また、研修会終了後、茨城県の伊東国民健
康保険室長より代表者に修了証書が交付され
た。

令和 7年度茨城県特定健康診査・特定保健指導実施者研修（初任者向け）

ロールプレイの感想発表の様子

石川教授の講義

修了証書の交付

令和 7年度第 1回保険者協議会作業部会 ―6月25日（水）

令和 7年度第 1回保険者協議会 ―7月31日（木）
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味
覚
の
秋
で
す
ね
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
、

X
m
a
s
、
忘
年
会
と
イ
ベ
ン
ト
も
あ
る

時
期
。
い
つ
も
よ
り
ス
イ
ー
ツ
や
お
酒
を

楽
し
む
機
会
が
ふ
え
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

【
お
菓
子
、
お
酒
の
特
徴
】

　

し
好
品
は
、
心
の
栄
養
！
楽
し
み
で

あ
り
、リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
も
の
で
す
。

砂
糖
や
油
、
ア
ル
コ
ー
ル
を
と
る
と
、
幸

せ
〜
♡
と
感
じ
る
仕
組
み
が
あ
る
た
め

で
す
。
適
度
に
と
る
の
は
良
い
で
す
が
、

と
り
す
ぎ
る
と
肌
ア
レ
や
体
調
不
良
に
。

さ
ら
に
、
肥
満
、
病
気
を
招
き
ま
す
。
体

調
が
す
ぐ
れ
ず
仕
事
の
効
率
が
あ
が
ら

な
い
…
。
病
気
に
な
り
お
菓
子
を
制
限

す
る
ハ
メ
に
…
。
そ
う
な
ら
ず
、
お
菓
子

や
お
酒
を
ず
っ
と
楽
し
め
る
よ
う
、
今
か

ら
上
手
に
つ
き
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
ポ
イ
ン
ト
は
3
つ
。
①
量
、②
種
類
、

③
時
間
で
す
。

【
適
量
っ
て
ど
れ
位
？
】

　
カ
ロ
リ
ー
と
し
て
「
1
日
2
0
0
㎉
ま

で
」
が
目
安
で
す
。
お
菓
子
、
お
酒
、
清

涼
飲
料
水
を
あ
わ
せ
て
の
値
で
す
。
ま
ず

は
、
現
状
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
袋
や
缶

に
書
か
れ
た
「
栄
養
成
分
表
示
」
を
見

て
く
だ
さ
い
（
図
1
）。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

数
字=
カ
ロ
リ
ー
の
数
字
。
単
位
は
、
1

袋
あ
た
り
、
1
個
あ
た
り
と
様
々
で
す
。

大
体
で
よ
い
の
で
、
自
分
が
よ
く
と
る
物

の
カ
ロ
リ
ー
を
把
握
し
ま
し
ょ
う
。

　
お
酒
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
量
を
考
慮
し
た

目
安
も
あ
り
ま
す
。
気
に
な
る
方
は
、
参

照
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〇
適
量
へ
の
工
夫
：
日
常
編

　

と
り
す
ぎ
て
い
た
ら
、
種
類
や
サ
イ

ズ
、
と
る
回
数
を
か
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

い
き
な
り
1
日
2
0
0
㎉
に
で
き
な
く

て
も
大
丈
夫
。
今
よ
り
1
0
0
㎉
減
ら
す

こ
と
か
ら
で
も
O
K
で
す
。
工
夫
例
（
表

1
、
2
）
を
参
考
に
、
で
き
そ
う
な
こ
と

を
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
！

　
ま
た
、
と
り
す
ぎ
な
い
た
め
に
は
、
余

分
に
買
い
置
き
し
な
い
。
特
に
買
う
も
の

が
な
い
時
は
お
店
に
よ
ら
な
い
。
食
後
に

買
い
物
に
行
く
な
ど
買
い
方
を
工
夫
す

る
こ
と
も
有
効
で
す
。

〇
適
量
へ
の
工
夫
：
イ
ベ
ン
ト
時

　
イ
ベ
ン
ト
前
後
の
3
日
〜
1
週
間
で

調
整
し
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
例
え

ば
、
飲
み
会
が
あ
る
週
は
、
1
週
間
で

１
，4
0
0
㎉
（
2
0
0
㎉
×
7
日
）
ま

で
に
で
き
れ
ば
O
K
！
と
い
う
考
え
で

す
。
飲
み
会
で
は
ビ
ー
ル
を
楽
し
み
、
自

宅
で
は
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
ビ
ー
ル
に
す

る
。
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
る
と
量
を
調
整
し

や
す
い
で
す
。

【
時
間
は
ど
う
？
】

　

お
菓
子
は
、
夕
食
後
よ
り
も
16
時
ま

で
に
と
る
。
お
酒
は
21
時
を
目
安
に
き

り
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
と
る
時
間
を
か
え
る

だ
け
で
、
太
り
に
く
い
、
睡
眠
の
質
が
あ

が
る
な
ど
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
夕
食

後
に
お
菓
子
を
食
べ
た
い
時
は
、
ミ
ニ
サ

イ
ズ
に
す
る
、
洋
菓
子
よ
り
和
菓
子
に

す
る
な
ど
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

【
食
事
は
、
き
ち
ん
と
と
れ
て
い
る
？
】

　
つ
い
お
菓
子
を
つ
ま
ん
で
し
ま
う
、
昼

食
を
と
っ
た
の
に
15
時
に
は
小
腹
が
す

く
…
と
い
う
相
談
を
よ
く
受
け
ま
す
。
話

を
伺
う
と
、
ご
飯
を
極
端
に
減
ら
し
て
い

る
、
昼
食
は
麺
だ
け
で
軽
く
す
ま
せ
て
い

る
方
が
い
ま
す
。
主
食
を
減
ら
し
す
ぎ

る
と
、
同
じ
糖
質
で
も
血
糖
値
を
あ
げ

や
す
い
砂
糖
を
欲
す
る
の
が
本
能
で
す
。

お
か
ず
や
野
菜
が
な
い
食
事
は
腹
も
ち

が
悪
い
で
す
。
1
食
に
ご
飯
な
ら
茶
碗

に
軽
く
1
杯
（
コ
ン
ビ
ニ
お
に
ぎ
り
な
ら

1
個
）
は
と
り
た
い
で
す
。
お
か
ず
や
野

菜
も
食
べ
る
な
ど
、
食
事
を
充
実
さ
せ

る
こ
と
で
お
菓
子
へ
の
欲
求
が
落
ち
つ
く

方
は
多
い
で
す
。

「
お
菓
子
、お
酒
」に
つ
い
て

第
2
回

図1：
栄養成分表示
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毎
日
2
回
お
菓
子
を
と
っ
て
い
た
方

が
、
1
回
は
ヨ
ー
グ
ル
ト
や
果
物
な
ど

体
に
よ
い
も
の
に
か
え
ま
し
た
。
思
っ

た
よ
り
満
足
感
が
あ
り
続
け
て
い
た
ら
、

2
か
月
後
に
は
お
腹
ま
わ
り
が
ス
ッ
キ

リ
！
毎
晩
ビ
ー
ル
を
飲
ん
で
い
た
方
は

「
お
い
し
い
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
ビ
ー
ル
を

や
っ
と
見
つ
け
ま
し
た
！
目
覚
め
が
よ
く

て
気
持
ち
い
い
」
と
笑
顔
に
^^

　

皆
さ
ん
も
、
お
菓
子
や
お
酒
を
楽
し

み
な
が
ら
健
康
に
過
ご
せ
る
！
い
い
塩

梅
の
と
り
方
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
ね
。

＊ 

医
師
の
指
示
が
あ
る
方
は
、
指
示
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

＊ 

お
酒
の
参
照
サ
イ
ト
：

　

 https://w
w
w
.m

hlw
.go.jp/stf/

new
page_38541.htm

l

株
式
会
社
フ
ロ
ー
ラ 

代
表
取
締
役

管
理
栄
養
士
、
健
康
運
動
指
導
士

茨
城
県
栄
養
士
会

健
康
づ
く
り
、
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
の
分
野
で
活
動
中

プロフィール

花
はなたに

谷 遊
ゆ う こ

雲子

現状 〇 Better ◎ Good

＊お酒を飲む時は、意識して水をとりましょう。翌日の体調不良が軽減されます 

飲むのが
習慣になっている 

・アルコール度数の低いものを選ぶ
・今より小さいサイズを選ぶ

・ノンアルコール飲料を選ぶ
・休肝日の曜日を決めてやってみる

糖質が多いお酒を
よくとる

・糖質を添加したものはとらない
・糖質が少ないものにかえる 
焼酎・ウイスキーの水割り、
糖質オフビール 

・21時以降は無糖の
　ノンアルにする

飲むペースがはやい ・空腹で飲まない。夕方におにぎりを食べておく
・おつまみのはじめに、枝豆、野菜サラダ、もずく酢、冷奴をとる
・揚げ物は 1～２品にする。お刺身、串焼きを選ぶ
・〆の麺やスイーツはなるべくとらない。
　食べたい時はシェアをする又はミニサイズにする

ノンアル

Alc.0％

現状 〇 Better ◎ Good

甘いドリンクが定番 ・コーヒーは微糖を選ぶ
・低カロリーのものを選ぶ

・糖分を含まないものを選ぶ

無糖のコーヒー・紅茶、茶、
ハーブティー、炭酸水

砂糖と油が多いものを
よくとる

菓子パン、洋菓子、
スナック菓子、アイス

・菓子パンはミニサイズにする
・洋菓子を和菓子にする
・スナック菓子を煎餅にする
・アイスを氷菓にする

・菓子パン、洋菓子はご褒美にする 
・ヘルシーなものを選ぶ

乳製品、果物、焼き芋、干し芋、
甘栗、小魚、ナッツ

一度にたくさん食べる ・食べきりサイズ、個包装を選ぶ
・皿にわけて食べる

・食事代わりにしない
・空腹の時は食事をとる

微糖
sparkling

表1：お菓子の工夫例

表2：お酒の工夫例
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Ｑ
1 　

マ
イ
ナ
保
険
証
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で

す
か
？

Ａ
1 　

マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド

を
健
康
保
険

証
と
し
て
利

用
登
録
す
る

こ
と
で
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
医
療
機
関
・
薬
局
等
の
窓
口
で
健

康
保
険
証
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

Ｑ
2 　

ど
の
よ
う
な
手
続
き
が
必
要
で
す
か
。

Ａ
2 　

申
請
に
は
3
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。　

　
　

① 

医
療
機
関
・
薬
局
で
顔
認
証
付
き
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ー
か
ら
の
申
請
。

　
　
　

・ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
医
療
機
関
・

薬
局
に
お
持
ち
い
た
だ
く
だ
け
で
、
健

康
保
険
証
と
し
て
利
用
す
る
た
め
の
申

込
み
手
続
き
が
可
能
で
す
。

　
　

② 

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
（
ア
プ
リ
）
か
ら
の
申

請
。

　
　
　

・ 

ご
自
身
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ

ン
か
ら
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
ロ
グ
イ
ン

を
し
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健

康
保
険
証
利
用
登
録
を
す
る
こ
と
が
可

能
で
す
。

　
　

③
セ
ブ
ン
銀
行
A
T
M
か
ら
の
申
請
。

　
　
　

・ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
利
用
者
証
明

用
パ
ス
ワ
ー
ド
（
4
桁
）
を
使
用
し
て

申
請
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

Ｑ
3 　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保
険
証
利

用
登
録
件
数
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
3 　

令
和
7
年
5
月
末
時
点
で
の
利
用
登
録
件

数
は
８
４
，3
9
4
，8
5
5
件
で
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
保
有
者
の
86
・
0
％
が
健
康

保
険
証
と
し
て
の
登
録
を
行
っ
て
い
ま
す
。

茨城県保健政策課国民健康保険室

マ
イ
ナ
保
険
証
に
つ
い
て
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Ｑ
4 　

マ
イ
ナ
保
険
証
の
メ
リ
ッ
ト
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

Ａ
4 　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
保
険
証
と
し
て

利
用
す
る
こ
と
で
、
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。

　
　

① 

医
療
機
関
等
受
診
の
際
の
利
便
性
の
向
上

　
　
　

・ 

医
療
機
関
や
薬
局
で
の
受
付
を
マ
イ
ナ

保
険
証
を
用
い
て
行
う
こ
と
で
、
今
ま

で
に
使
っ
た
お
薬
の
情
報
や
過
去
の
特

定
健
診
の
結
果
を
、
本
人
の
同
意
が
あ

れ
ば
医
師
や
薬
剤
師
等
と
共
有
で
き
、

正
確
な
デ
ー
タ
に
基
づ
く
診
療
・
薬
の

処
方
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
限
度

額
適
用
認
定
証
を
提
示
し
な
く
て
も
、

窓
口
で
高
額
療
養
費
制
度
の
限
度
額
を

超
え
た
額
の
一
時
的
な
支
払
が
不
要
に

な
り
ま
す
。

　
　

②
健
康
管
理
や
一
部
手
続
き
等
が
容
易
に

　
　
　

・ 

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
自
分
の
特
定
健
診

の
情
報
や
お
薬
の
履
歴
、
受
け
た
治
療

や
医
療
費
を
確
認
で
き
ま
す
。

　
　
　

・ 

就
職
や
転
職
、
引
っ
越
し
を
し
て
も
、

保
険
証
を
切
り
替
え
る
必
要
が
な
く
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
保
険
証
と
し

て
そ
の
ま
ま
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
国
民
健
康
保
険
か
ら
被
用
者
保
険
に

変
更
す
る
等
医
療
保
険
者
が
変
わ
る
場

合
は
、
届
出
が
必
要
で
す
。）

　
　
　

・ 

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と
e-

T
a
x
を
連
携

す
る
と
、
医
療
費
控
除
に
使
用
で
き
る

医
療
費
通
知
情
報
を
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

経
由
で
取
得
し
て
、
確
定
申
告
書
に
自

動
入
力
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｑ
5 　

従
来
の
保
険
証
は
利
用
で
き
な
い
の
で
す

か
？

Ａ
5 　

従
来
の
健
康
保
険
証
は
、
令
和
6
年
12
月

2
日
以
降
新
た
に
発
行
さ
れ
な
く
な
り
ま
し

た
。

　
　

 　

現
在
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康

保
険
証
利
用
（
マ
イ
ナ
保
険
証
）
を
基
本
と

す
る
仕
組
み
に
移
行
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し

移
行
後
も
、
お
手
元
の
健
康
保
険
証
は
、
有

効
期
限
ま
で
の
間
使
用
で
き
ま
す
。

　
　

 　

な
お
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
発
行
し

て
い
な
い
方
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健

康
保
険
証
利
用
の
登
録
が
済
ん
で
い
な
い
方

及
び
後
期
高
齢
者
の
方
に
は
健
康
保
険
証
の

有
効
期
限
内
に
順
次
、
無
償
で
「
資
格
確
認

証
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
医
療
機
関
等

の
窓
口
で
そ
ち
ら
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

　
　

 　

ま
た
、
マ
イ
ナ
保
険
証
で
の
受
診
等
が
困

難
な
方
（
ご
高
齢
の
方
、
障
害
の
あ
る
方
等
）

及
び
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
紛
失
・
更
新

中
の
方
は
、
保
険
者
に
申
請
い
た
だ
く
こ
と

で
、
無
償
で
「
資
格
確
認
書
」
が
交
付
さ
れ

ま
す
。

（
引
用
）

・ 

政
府
広
報
オ
ン
ラ
イ
ン
「
マ
イ
ナ
保
険
証
2
0
2
4
年

12
月
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
基
本
と
す
る
仕
組
み
へ
」

・ 

厚
生
労
働
省
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保
険
証

利
用
に
つ
い
て
」

・ 

厚
生
労
働
省
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保
険
証

利
用
方
法
」

・ 

デ
ジ
タ
ル
庁
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
に
関
す

る
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
」

※ 

令
和
7
年
6
月
1
日
現
在
の
国
通
知
等
に
基
づ
き
作

成
し
て
お
り
ま
す
。
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茨城県保健医療部
      健康推進課

16茨城の国保 555

健康長寿チェック表を活用して
健康寿命を延ばそう !

　茨城県では、県民の健康づくりを推進するため、県民に実
践していただきたい生活習慣等について具体的に記載した「健
康長寿チェック表」を作成しましたので、ぜひご活用ください。
＊茨城県健康推進課のホームページに電子データを掲載しています。
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～認知症とともに生きる方やそのご家族を支えるための情報サイト
「いばらき認知症あんしんナビ」を開設しました～

　認知症は誰にとっても“じぶんごと”。「いばらき認知症あんしんナビ」は、認知症に関する基
礎知識から最新情報、相談窓口や医療機関の情報を紹介、介護家族の体験談や専門家の解説動画、
地域の支援情報まで、幅広い情報を分かりやすく提供しています。

<認知症についてわかりやすく紹介しています。>
　認知症とはどんな病気 ?どんな種類があるの ?どんなサ
インに気づけばいい ?
　認知症の症状に早めに気づくことでできることが広がり
ます !

<お住いの地域で認知症について相談できる場所がわかります。>
　「最近様子がちょっと気になる…」「もの忘れが心配」と迷った
時に相談できる窓口や、認知症の専門医療機関の情報を紹介して
います。

<体験談や専門家の動画を紹介>
　認知症介護家族のリアルな体験談や認知症に向き合うためのメッセージを紹介しています。
　また、認知症専門医による解説動画で認知症の最新情報や、対応を紹介しています。

<認知症の人と家族を地域で支えるつどいやサポート情報を紹介>
　認知症カフェや家族の交流会、同じ悩みをわかちあえる家族会や
支援団体を紹介しています。
　また、「認知症の人にやさしい事業所」に登録された認知症の方と
家族が、安心して利用できるお店等も紹介しています。

認知症とともに安心して
暮らせる未来へ

ひとりで悩まず、まずは不安なことを話してみませんか。
「いばらき認知症あんしんナビ」で検索 !
スマートフォンやパソコンから、いつでもどこでもアクセスできます。
【アクセスはこちら】https://dementia.pref.ibaraki.jp/dementia/navi/

あんしんナビでできること
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10月は「臓器移植普及推進月間」「骨髄バンク推進月間」です
知っていますか ?「臓器移植」について
　臓器を提供する。移植を受ける。…私たちはどちらの立場にもなる可能性があります。
　わたしたちにできること。一人ひとりが家族と話し合い、意思を表示することが大切です。
　いのちをつなぐ、臓器移植について、知ろう。行動しよう。
【意思表示について、知っていただきたいこと】
● 臓器移植には 4つの権利があり、どの意思も尊重されます。
　 臓器を提供したい／提供したくない／移植を受けたい／受けたくない
● 意思表示は、何度でも変更できます。
【「臓器提供意思表示欄」であなたの意思を表示しませんか】
● 運転免許証の裏面や、マイナンバーカードの表面に、臓器提供意思表示欄があります。
● 免許証等の更新で空欄になってしまっている場合がありますので、ご確認下さい。
● インターネット上でも意思登録が可能です。登録すると、意思登録カードが手元に届きます。
●  それぞれの意思表示方法について、詳しい内容は（公社）日本臓器移植ネットワークのホームページを

ご覧ください。https://www.jotnw.or.jp/learn/method/

骨髄バンクのドナー登録にご協力ください
　白血病や再生不良性貧血など重い血液の病気のため、2千人近くの患者さんが造血幹細胞（血を造るもと
になる細胞）の移植を必要としており、提供してくれるドナーの方を待ち望んでいます。ドナーが見つかる
確率は、親や兄弟姉妹の間でも低く、非血縁者（他人）間では数百から数万分の 1しかありません。そこで
広く一般の方からドナーを募り登録していただくのが骨髄バンクです。
　18歳から 54歳までの健康な方が登録対象です。1人でも多くの患者さんが移植を受けられるよう、日
本骨髄バンクのドナー登録をお願いいたします。
【骨髄ドナー登録会場はこちら】
（1）献血ルーム（2か所）
　・水戸献血ルームMEET 水戸市宮町 1-7-31 水戸駅ビルエクセルみなみ 6階
　・つくば献血ルーム つくば市吾妻 1-7-1 トナリエつくばスクエア CREO4階
（2）献血併行型登録会
　 　移動献血会場で、献血と併せて、骨髄バンクに登録することができます。骨髄バンクの説明員が、骨髄
ドナー登録について丁寧にご説明いたします。

　 　〈日程等〉茨城県薬務課のホームページをご覧ください。
　 　https://www.pref.ibaraki.jp/hokenfukushi/yakumu/yakumu/kotsuzui/kotsuzui.html
【骨髄ドナー休暇制度の導入のお願い】
　骨髄・末梢血幹細胞提供をする場合、ドナーになられた方には、病院に出向いたり、入院が必要になるなど、
お仕事を休んでいただく必要があります。ドナーが少しでも協力しやすい環境を提供するため、企業・団体
におかれましては、ぜひ、従業員の皆様がご利用できる「ドナー休暇制度」や「ボランティア休暇制度」の
導入をお願いいたします。

茨城県保健医療部医療局薬務課

薬 務 課 インフォメーション薬 務 課 インフォメーション

（公社）日本臓器移植ネットワーク
　☎ 0120-78-1069［平日 9:00 ～ 17:30］　詳しくは
茨城県 保健医療部 医療局 薬務課
　☎ 029-301-3384 FAX 029-301-3399　E-mail:yakumu@pref.ibaraki.lg.jp

お問い
合わせ

臓器移植

あなたの意思を決めたら、家族や大切な人と話し合ってみましょう。
YES でもいい。NOでもいい。あなたの意思を表示しよう。
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　在宅介護を重視し、高齢者の自立を支援する観点
から、福祉用具導入の際必要となる段差の解消や手
すりの設置等の住宅改修を、保険給付の対象として
います。
　住宅改修を行う際は、必要な書類（住宅改修が必

要な理由書等）を添えて、事前に市町村へ申請書を
提出し、工事の完成後、領収書等を提出することに
より、保険給付されます。（やむを得ない事情がある
場合は、工事完成後の申請も可能です。）

国保連合会介護保険情報

住宅改修について第2回

介護保険課

住宅改修とは

1　手すりの取付け
2　段差の解消
3 　滑りの防止及び移動の円滑化等のための床又は
通路面の材料の変更

4　引き戸等への扉の取替え
5　洋式便器等への便器の取替え
6 　その他前各号の住宅改修に付帯して必要となる
住宅改修

住宅改修の種類

次回は「審査支払」について予定しています。

　介護保険給付の対象となる「居宅サービス」及び「施設サービス」
以外の介護保険給付の対象となるサービスについて紹介します。今回
は「住宅改修」についてです。

1 　住宅改修が被保険者の資産形成につながらない
よう、また住宅改修について制約を受ける賃貸住
宅等に居住する高齢者との均衡等も考慮したうえ
で、比較的小規模なものとし、これらに通常要す
る費用を勘案して、支給限度額基準額を「20万円」
としています。
2 　保険給付は原則 9割（上限 18 万）、8割（上限

16万）、7割（上限 14万）です。
3 　限度額の範囲内であれば、複数回の申請も可能
です。
4 　要介護状態区分が3段階以上重くなった時、また、
転居した場合は改めて 20万円までの支給限度額が
設定されます。（この例外は、同一住宅、同一要介
護者について1回のみ適用されます。）

支給限度基準額

1 　住宅改修の前提として行われた設計や積算の費
用は、実際に住宅改修が行われた場合には住宅改
修費の支給対象となります。
2 　住宅を新築する場合は、支給対象となりません。
3 　支給対象となる住宅改修工事と併せて支給対象
外の工事が行われた場合は、対象部分の抽出・按
分等の適切な方法で支給対象費用を算出します。
4 　要介護者等が自ら材料を購入し、本人・家族に

より住宅改修が行われる場合は、材料の購入費が
支給対象となります。
5 　同一住宅に複数の要介護者等が居住し、複数の
要介護者等についての住宅改修が行われた場合は、
各要介護者等に有意な範囲を特定し、申請の対象
となる住宅改修費の範囲が要介護者等の間で重複
しないようにします。

算定上の留意事項

第一段階 第二段階 第三段階 第四段階 第五段階 第六段階

要支援１
要支援２
要介護１

要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５



後期高齢者医療広域連合通信
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　広域連合の予算は、事務所管理費等の事務経費、人件費、特別会計への繰出金等で構成される一般
会計と、法の規定に基づく保険給付費、保健事業費、基金への積立金等で構成される後期高齢者医療
特別会計に区分されます。
　これらの主な財源は、一般会計においては、広域連合構成市町村共通経費負担金、後期高齢者医療
特別会計においては、国及び県支出金、支払基金交付金、広域連合構成市町村からの療養給付費負担
金及び保険料負担金になります。

(1）一般会計
　歳入歳出決算の総額は、歳入は 11億 3,022 万 8千円、歳出は 11億 1,936 万 3千円です。歳入歳
出差引残額は 1,086 万 5千円です。

    

（2）後期高齢者医療特別会計
　歳入歳出決算の総額は、歳入は 3,954 億 1,631 万 9千円、歳出は 3,870 億 2,007 万 4千円です。
歳入歳出差引残額は 83億 9,624 万 5千円です。

   

令和6年度一般会計及び後期高齢者医療特別会計決算

諸収入 2,749
0.24％

分担金及び負担金
1,120,944
99.18％

財産収入 24
0.00％

繰越金 6,511
0.58％

令和6年度歳入決算額　1,130,228（単位：千円） 令和6年度歳出決算額　1,119,363（単位：千円）

民生費
754,958
67.45％

総務費
362,823
32.41％

議会費 1,582
0.14％

令和6年度歳入決算額　395,416,319（単位：千円） 令和6年度歳出決算額　387,020,074（単位：千円）

国庫支出金
126,694,654
32.04％

支払基金交付金
148,430,051
37.54％

市町村負担金
76,843,237
19.43％

県支出金
32,451,532
8.21％

県支出金
32,451,532
8.21％

諸収入 753,035
0.19％

繰越金 9,234,146
2.34％財産収入 4,798

0.00％

特別高額医療費
共同事業交付金
249,908
0.06％

保険給付費
374,757,593
96.83％

総務費 1,090,762
0.28％

諸支出金 6,600,874
1.70％

基金積立金 2,813,793
0.73％

保健事業費 1,224,257
0.32％

特別高額医療費
共同事業拠出金
223,093
0.06％

支払基金拠出金 309,702
0.08％

繰入金 754,958
0.19％
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茨城県後期高齢者医療広域連合
〒311-4141 水戸市赤塚1丁目1番地ミオス1階

総務課：029-309-1211  
事業課（保健事業係）：029-309-1212　　事業課（資格保険料係）：029-309-1213

給付課（給付第1係、給付第2係）：029-309-1214　　会計室：029-309-1217／ FAX：029-309-1126
茨城県後期高齢者医療広域連合ホームページ　https://www.kouiki-ibaraki.jp/

　後期高齢者医療費の令和 6年度（令和 6年 3月診療分～令和 7年 2月診療分）の状況は、次表のと
おりです。令和 5年度に対して、2.89%増になっています。

〇各診療月における医療費 （単位：百万円）

診療月
年 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 年間

令和6年 33,676 33,118 33,255 32,719 35,009 33,445 32,892 34,979 33,517 35,197 35,319 32,494 405,620

令和5年 34,485 31,653 32,711 32,847 32,358 32,846 32,711 33,259 32,413 33,568 33,021 32,362 394,234

増減率 -2.35% 4.63% 1.66% -0.39% 8.19% 1.82% 0.55% 5.17% 3.41% 4.85% 6.96% 0.41% 2.89%

※保険診療対象となった医療費の総額（10割）となります。求償等の収入は含まない額となります。
　増減率は端数処理前の医療費で算出しています。

　令和 7年度保険料の本算定における調定額（決定保険料額合計）は、404億 3,709 万円となり、賦
課時の被保険者内訳は次のとおりです。

【保険料の比較】
令和６年度※ 令和７年度 比　較

均 等 割 額 47,500 円 47,500 円 増減なし

所 得 割 率
9.00％

9.66％ 増減なし
9.66％

調 定 額 36,982,890,300 円 40,437,097,900 円 3,454,207,600 円増
1人当たり年間保険料額 77,840 円 82,817 円 4,977 円増

※ 所得割率は賦課のもととなる金額（総所得金額等から基礎控除額を差し引いた金額）が、58万円以下の方は 9.00%、58万円超の
方は 9.66%となります。

【均等割の軽減】
軽減割合 対象者数 構成比
軽減なし 183,135 人 37.51％
７割軽減 180,827 人 37.04％
５割軽減 57,875 人 11.85％
２割軽減 61,540 人 12.60％ ※ 表中の元被扶養者は、被用者保険の被扶

養者だった方に対する 5割軽減該当者数
（所得が 低い方に対する 7割軽減に該当
する方を除く）

元被扶養者※ 4,893 人 1.00％
合　計 488,270 人 100％

令和6年度医療費の動向について

令和7年度保険料の概況について
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今
か
ら
皆
さ
ん
が
や
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
図
1

の
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
に
お
け
る
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
で

言
え
ば
P
の
「
健
康
課
題
の
明
確
化
」
の
部
分
に
な
り
ま

す
（
ほ
か
の
計
画
で
も
同
様
で
す
）。
Ｋ
Ｄ
Ｂ
や
特
定
健

診
等
デ
ー
タ
管
理
シ
ス
テ
ム
か
ら
入
手
で
き
る
デ
ー
タ
を

性
・
年
齢
調
整
し
た
う
え
で
、
何
が
自
分
の
地
域
の
健
康

課
題
な
の
か
を
明
確
化
す
る
作
業
に
な
り
ま
す
。
い
よ
い

よ
今
回
は
国
立
保
健
医
療
科
学
院
の
横
山
徹
爾
先
生
が
作

ら
れ
た
ツ
ー
ル
を
用
い
て
そ
の
作
業
に
入
る
の
で
す
が
、

そ
の
前
に
医
療
費
適
正
化
の
基
本
的
な
考
え
方
を
押
さ
え

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

表
1
は
東
京
都
の
あ
る
地
域
の
レ
セ
プ
ト
を
よ
く
出
る

病
名
順
に
並
べ
替
え
た
も
の
に
な
り
ま
す
。
赤
く
塗
っ
て

い
る
と
こ
ろ
が
生
活
習
慣
病
で
す
。
こ
れ
を
見
て
わ
か
る

こ
と
は
、
頻
出
・
高
額
で
患
者
と
の
同
意
を
も
と
に
削
減

で
き
る
疾
患
と
い
う
の
は
生
活
習
慣
病
し
か
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
上
か
ら
4
番
目
と
6
番
目
に
近
視
・
乱
視
が

出
て
き
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
疾
患
を
減
ら
し
た
い
か
ら
と

言
っ
て
住
民
に
レ
ー
シ
ッ
ク
を
さ
せ
る
の
は
無
理
が
あ
り

ま
す
。
7
番
目
と
10
番
目
に
花
粉
症
が
出
て
き
ま
す
が
、

こ
れ
ら
を
減
ら
す
た
め
に
住
民
に
ア
レ
ル
ゲ
ン
免
疫
療
法

を
受
け
さ
せ
る
の
も
現
実
的
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
地
域
に
よ
っ
て
は
安
全
都
市
宣
言
を
し
て
道
路

の
段
差
な
ど
を
な
く
し
、
骨
折
な
ど
の
外
傷
を
減
ら
そ
う

と
し
て
い
る
取
り
組
み
が
あ
り
ま
す
が
、
雪
国
で
も
な
い

限
り
骨
折
な
ど
の
レ
セ
プ
ト
が
上
位
20
位
以
内
に
入
る
こ

と
は
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
。
な
の
で
、
そ
の
取
り
組
み
に
意

味
が
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
医
療
費
適
正
化
と

い
う
観
点
か
ら
見
る
と
、
効
果
は
限
定
的
だ
と
言
わ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。

よ
っ
て
、
医
療
費
適
正
化
の
主
な
対
象
は
生
活
習
慣
病

と
な
り
ま
す
。
こ
の
生
活
習
慣
病
の
医
療
費
適
正
化
に
お

い
て
は
、
重
症
化
を
で
き
る
だ
け
早
い
段
階
で
食
い
止
め

る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

表
2
は
埼
玉
県
の
あ
る
市
か
ら
医
療
費
分
析
の
依
頼
を

受
け
て
筆
者
が
集
計
し
た
も
の
で
す
。
端
数
が
丸
め
て
あ

り
ま
す
が
、
現
実
の
デ
ー
タ
で
す
。
病
名
が
糖
尿
病
だ
け

だ
と
70
万
円
程
度
の
医
療
費
で
収
ま
り
ま
す
が
、
こ
れ
に

虚
血
性
心
疾
患
の
病
名
が
付
加
さ
れ
る
と
医
療
費
は
80
万

円
、
脳
血
管
疾
患
の
病
名
が
付
加
さ
れ
る
と
医
療
費
は

1
3
0
万
円
、
そ
し
て
慢
性
腎
不
全
か
ら
人
工
透
析
に
な

る
と
医
療
費
は
5
〜
6
0
0
万
円
に
達
し
ま
す
。
で
き
る

国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
Ｋ
Ｄ
Ｂ
）

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
地
域
診
断
②

第2回

https://www.mhlw.go.jp/wp/hakusyo/kousei/16/backdata/01-04-02-03.html

表 1　頻出病名
ICD10 疾病、傷害及び死因の統計分類基本分類表 レセプト数
I10 本態性（原発性<一次性>）高血圧（症） 37824
K29 胃炎及び十二指腸炎 37278

E78 リポたんぱく<蛋白>代謝障害及びその
他の脂（質）血症 36606

H52 屈折及び調節の障害 35246
E14 詳細不明の糖尿病 33016
H522 乱視 31584

J30 血管運動性鼻炎及びアレルギー性鼻炎
<鼻アレルギー> 31564

E785 高脂（質）血症，詳細不明 30462
J06 多部位及び部位不明の急性上気道感染症 30300

J304 アレルギー性鼻炎 <鼻アレルギー>，詳細
不明 29201

K76 その他の肝疾患 25599
H10 結膜炎 23393

図 1　データヘルス計画における PDCAサイクル
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だ
け
早
い
段
階
で
医
療
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
肝
要
だ
と
い
う

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

表
3
は
厚
労
省
が
出
し
た
資
料
で
す
。
高
額
な
医
療
費

は
大
量
の
生
活
習
慣
病
を
抱
え
重
症
化
し
、
い
き
な
り
入

院
を
す
る
こ
と
で
生
じ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
を
示
し
て
い

ま
す
。
な
の
で
、
早
い
段
階
で
外
来
に
つ
な
げ
、
重
症
化

を
阻
止
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

前
置
き
が
非
常
に
長
く
な
っ
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

前
記
の
医
療
費
適
正
化
の
考
え
方
を
踏
ま
え
た
上
で
、
い

よ
い
よ
横
山
徹
爾
先
生
が
作
ら
れ
た
ツ
ー
ル
を
使
っ
て
、

地
域
の
健
康
課
題
を
明
確
化
す
る
作
業
に
入
り

ま
し
ょ
う
。

皆
さ
ん
は
下
記
の
図
2
を
ご
覧
に
な
っ
た

こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
厚
労
省
の
出
し
た

資
料
で
、
循
環
器
疾
患
の
対
策
を
す
る
と
き

は
、
①
〜
③
の
デ
ー
タ
を
つ
な
げ
て
目
標
を
考

え
る
よ
う
に
推
奨
し
て
い
ま
す
。
①
は
疾
患
の

層
で
す
。
ま
ず
、
自
分
の
地
域
で
、
健
康
寿
命

に
関
わ
る
よ
う
な
疾
患
の
中
で
何
が
多
い
の
か

を
明
ら
か
に
し
ま
す
。
次
に
②
は
生
活
習
慣
病

リ
ス
ク
の
層
で
す
。
①
で
仮
に
脳
血
管
疾
患
が

多
か
っ
た
と
し
て
、
そ
の
疾
患
の
原
因
と
な
っ

て
い
る
リ
ス
ク
が
何
か
を
考
え
ま
す
。
脳
血
管

疾
患
の
最
大
の
リ
ス
ク
因
子
は
高
血
圧
で
す
。

そ
の
高
血
圧
患
者
が
多
い
の
か
、
そ
れ
と
も
他

の
疾
患
の
患
者
が
多
い
の
か
を
明
ら
か
に
し
ま

し
ょ
う
。
③
は
生
活
習
慣
の
層
で
す
。
仮
に
高

血
圧
が
非
常
に
多
か
っ
た
と
し
ま
す
。
で
は
、

そ
の
高
血
圧
を
下
支
え
し
て
い
る
生
活
習
慣
が

何
か
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。
危
険
飲
酒
者
が
多

い
せ
い
な
の
か
、
運
動
習
慣
者
が
少
な
い
の
か
、
何
が
原

因
と
考
え
ら
れ
る
の
か
を
推
察
し
ま
し
ょ
う
。
厚
労
省
は

①
〜
③
を
つ
な
げ
る
こ
と
を
推
奨
し
て
い
ま
し
た
が
、
横

山
先
生
は
さ
ら
に
⓪
死
因
の
層
の
デ
ー
タ
も
組
み
合
わ
せ

て
考
え
る
よ
う
に
ツ
ー
ル
を
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
考
え
て

み
れ
ば
当
然
の
こ
と
で
す
が
、
何
の
疾
患
が
原
因
で
死
ん

で
い
る
人
が
多
い
の
か
も
注
視
す
べ
き
で
し
ょ
う
。
で
す

の
で
、
次
回
は
、
⓪
〜
③
の
デ
ー
タ
を
性
・
年
齢
調
整
し
、

か
つ
視
認
性
を
上
げ
て
見
や
す
く
し
た
ツ
ー
ル
を
紹
介
し

ま
す
。

目
白
大
学
看
護
学
部

看
護
学
科
教
授

（
元　
国
立
保
健
医
療
科
学
院

主
任
研
究
官
）

藤
井　
仁

表 2　レセプト病名と医療費
病名 人数 一人当たり医療費（年） 総医療費（年）
糖尿病 900 690,000 620,000,000

虚血性心疾患 300 800,000 225,000,000
脳血管疾患 50 1,300,000 62,000,000
人工透析 50 5,000,000 242,000,000

表 3　高額医療費

年齢 性別 入外 決定点数
基礎疾患 循環器疾患

高血
圧症

糖尿
病

脂質
異常

高尿酸
血症

虚血性
心疾患

脳血管
疾患

71 男 入院外 4,691,944 ● ● ● ●
49 男 入院 3,938,785 ● ●
39 男 入院 3,202,998
63 男 入院 3,068,024 ● ● ● ●
43 女 入院 3,024,208 ● ● ● ● ●
53 女 入院 2,965,254 ● ● ●
56 男 入院 2,837,087 ● ● ●
47 男 入院 2,704,636 ● ● ●
67 女 入院 2,443,320 ● ● ●
70 男 入院 2,325,699 ● ●

https://www.mhlw.go.jp/content/10904750/000827241.pdf

⓪死因（SMR）
図 2　循環器の目標設定の考え方

①疾患

②生活習慣病
　リスク　　

③生活習慣
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第18回
KDB補完システムについてNo.2

た
く
さ
ん
帳
票
が
あ
っ
て
ど
こ
か
ら
見

て
良
い
の
か
迷
い
ま
す
ね
。

ま
ず
は
、
一
番
上
の
わ
が
ま
ち
の
状
況

を
見
て
み
よ
う
。

シ
ス
テ
ム
に
ロ
グ
イ
ン
し
ま
す
ね
。

（
ロ
グ
イ
ン
中
）

シ
ス
テ
ム
に
ロ
グ
イ
ン
で
き
ま
し
た
。

そ
う
し
た
ら
、
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
フ
ァ

イ
ル
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を
ク
リ
ッ
ク
し
よ

う
。（
図
2
）

ク
リ
ッ
ク
し
ま
し
た
。

目
的
の
部
分
の
ラ
ジ
オ
ボ
タ
ン
「
主
要

指
標
速
報
値
」、
処
理
年
度
を
今
回
は
、

2
0
2
4
年
度
を
ク

リ
ッ
ク
し
、
検
索
を
ク

リ
ッ
ク
す
る
よ
。（
図

3
）
そ
う
す
る
と
図

4
の
よ
う
に
検
索
結

果
が
表
示
さ
れ
る
よ
。

表
示
さ
れ
た
ら
、
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
れ
ば

良
い
で
す
か
？

「
わ
が
ま
ち
の
状
況
」

の
青
い
文
字
の
部
分

を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と

デ
ー
タ
が
そ
の
ま
ま

閲
覧
で
き
る
よ
。

ち
ょ
っ
と
や
っ
て
み

ま
す
。

（
作
業
中
）

笠
原
先
生
こ
ん
に
ち
は
。
前
回
、
Ｋ
Ｄ

Ｂ
補
完
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
ロ
グ
イ

ン
し
、
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
ま
で
確
認
し
た

と
こ
ろ
で
す
が
、
Ｋ
Ｄ
Ｂ
補
完
シ
ス
テ

ム
の
具
体
的
な
帳
票
も
知
り
た
い
で

す
。

前
回
は
、
県
の
共
通
指
標
で
あ
る
3
つ

の
指
標
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
だ
け
ど
、

帳
票
の
数
が
か
な
り
多
い
の
で
、
ま
ず

は
、
帳
票
の
一
覧
を
確
認
し
よ
う
。
図

1
に
な
る
よ
。

開
き
ま
し
た
。
エ
ク
セ
ル
形
式
の
デ
ー

タ
で
す
ね
。
Ｋ
Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
の
よ
う

に
画
面
を
Ｐ
Ｄ
Ｆ
で
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
わ
け

で
は
な
い
ん
で
す
ね
。

Ｋ
Ｄ
Ｂ
補
完
シ
ス
テ
ム

は
、
出
力
さ
れ
る
フ
ァ

イ
ル
が
そ
の
ま
ま
印
刷

で
き
る
よ
う
に
表
や
グ

ラ
フ
の
形
式
に
な
っ
て

い
る
よ
。

そ
う
な
ん
で
す
ね
。
そ

う
す
る
と
、
こ
の
表
示

さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
場

合
は
E
x
c
e
l
の

保
存
方
法
と
同
じ
で
す

か
？

同
じ
だ
よ
。
た
だ
、
閲

図 1　帳票一覧
No 区分 帳票名
1 主要指標速報値 わがまちの状況
2 わがまちの状況 _共通評価指標
3

データヘルス
計画

データヘルス計画データセット
4 評価指標データセット
5 疾病別医療費分析（経年比較）
6 疾病別医療費分析（年齢階層別比較）

7 １人当たり医療費と被保険者に占める前期高
齢者の割合

8

特定健診

特定健診受診率・構成割合
9 月別特定健診受診率
10 受診勧奨対象者一覧
11 健診有無別医療費分析

No 区分 帳票名
12

特定保健指導
特定健診有所見者状況

13 保健指導実施後の変化
14 特定健診受診者一覧
15

重症化予防

重症化予防対象者一覧（健診受診者）
16 重症化予防対象者一覧（健診未受診者）
17 糖尿病性腎症対象者の概数把握
18 CKD分類
19 年齢階層別新規人工透析者数等集計
20

保健事業・
介護予防
一体的実施

一体的実施分析データ（基本）
21 一体的実施分析データ（医療）
22 一体的実施分析データ（健診）
23 一体的実施分析データ（介護）
24 一体的実施分析データ（医療費順位表）
25 医療費適正化 重複・多剤投与対象者一覧

図 2

図 3

図 4

_A001_ わがまちの状況 _2024.xlsx
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分
か
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
、
ど
の
よ
う
な
数
値
が
あ
る

か
見
て
み
よ
う
。「
印
刷
用 

主
要
指
標

値
」
の
一
人
当
た
り
医
療
費
に
移
動
で

き
る
か
な
？

（
作
業
中
）

移
動
で
き
ま
し
た
。（
図
7
）

一
人
当
た
り
医
療
費
は
、
千
円
単
位
で

当
該
年
度
を
含
め
た
過
去
5
年
間
分
の

グ
ラ
フ
と
表
が
表
示
さ
れ
る
よ
。

見
や
す
く
て
こ
の
ま
ま
資
料
に
掲
載
で

ご不明な点がございましたら、下記までEメール
や電話等でお問い合わせください。操作支援を
ご希望の場合、本会での個別支援や訪問支援を
実施しておりますのでお気軽にご連絡ください。

　茨城県国民健康保険団体連合会
　保健事業課　保健事業係
　TEL：０２９（３０１）１５５３
　FAX：０２９（３０１）１５７５
　Email：jigyou@ibaraki-kokuhoren.or.jp

覧
す
る
だ
け
で
あ
れ
ば
、
保
存
し
な
く

て
も
大
丈
夫
だ
よ
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
ま
ま
閲
覧
し
ま
す
。

で
は
具
体
的
に
デ
ー
タ
を
見
て
み
よ

う
。
ク
リ
ッ
ク
し
て
開
く
と
、「
印
刷
用 

主
要
指
標
値
」
と
い
う
シ
ー
ト
に
な
っ

て
い
る
か
な
？

そ
の
シ
ー
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
フ
ァ
イ
ル
の
作
り
を
説
明
す

る
よ
。
印
刷
用
と
さ
れ
る
フ
ァ
イ
ル
が

「
主
要
指
標
値
」「
健
診
受
診
状
況
（
国

保
）」「
健
診
受
診
状
況
（
後
期
）」「
保

健
指
導
実
施
状
況
」
と
4
シ
ー
ト
あ
る

よ
。
そ
の
他
に
、「
説
明
資
料
」「【
別
紙
】

集
計
要
件
」「
変
更
履
歴
」
と
い
う
シ
ー

ト
が
続
く
よ
。

デ
ー
タ
の
説
明
資
料
が
あ
る
の
は
あ
り

が
た
い
で
す
。

集
計
要
件
の
他
に
、
説
明
資
料
も
あ

る
の
で
そ
ち
ら
も
見
る
と
参
考
に
な
る

よ
。「
変
更
履
歴
」
の
右
か
ら
の
シ
ー
ト

は
グ
レ
ー
の
色
の
元
デ
ー
タ
の
シ
ー
ト

だ
よ
。
修
正
等
し
て
し
ま
う
と
デ
ー
タ

が
変
わ
っ
て
し
ま
う
の
で
、
気
を
付
け

て
ね
。

KDBシステムについての
お問い合わせはこちらまで

き
そ
う
で
す
ね
。
以
前
は
、
被
保
険
者

数
の
数
値
を
把
握
し
て
、
表
を
作
り
、

グ
ラ
フ
を
作
成
し
て
い
た
の
で
、
こ
れ

な
ら
そ
の
ま
ま
資
料
に
貼
付
で
き
そ
う

で
す
。

そ
う
だ
ね
。
一
つ
一
つ
の
デ
ー
タ
に
つ

い
て
の
説
明
は
、「
説
明
資
料
」
シ
ー
ト

に
な
る
の
で
こ
ち
ら
も
見
て
み
よ
う
。

移
動
し
ま
す
ね
。

（
移
動
中
）

説
明
資
料
ま
で
移
動
で
き
ま
し
た
。（
図

8
）

説
明
資
料
で
は
、
デ
ー
タ
の
活
用
目
的

や
デ
ー
タ
の
詳
細
説
明
を
項
目
ご
と
に

ま
と
め
て
い
る
よ
。
他
の
デ
ー
タ
も
後

で
確
認
し
て
み
て
ね
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

図 5

図 6

図 7

1
2
3
4
5
6

1 2 3 4 5 6

図 8

右に移動すると図 6のシートが表示されます。
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■医療費の状況
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①被保険者数の推移 （人）

審 査 月 8月 9月 10月 11月 12月 R7/1 月 2月 3月 4月 5月 6月 7月
国 保 計 585,352 582,380 580,501 577,234 573,975 571,210 568,821 566,407 563,601 570,053 567,500 565,148
対前月差 -4,218 -2,972 -1,879 -3,267 -3,259 -2,765 -2,389 -2,414 -2,806 6,452 -2,553 -2,352

後期高齢者 472,030 473,350 474,744 476,107 477,223 478,135 479,040 480,238 481,252 482,499 483,540 484,533
対前月差 1,364 1,320 1,394 1,363 1,116 912 905 1,198 1,014 1,247 1,041 993

※被保険者マスタより作成。各審査月の前月末現在の人数。

②件数の推移

8月 9月 10月 11月 12月 R7/1 月 2月 3月 4月 5月 6月 7月
 国　保　計 812,534 752,023 753,527 798,047 767,749 810,559 770,095 728,003 787,200 765,908 741,657 755,855
 後期高齢者 1,083,556 1,025,184 1,036,594 1,090,581 1,058,548 1,093,374 1,056,042 1,013,351 1,081,630 1,081,948 1,062,032 1,081,707
 対前年度比（国保計） 0.99 0.95 0.94 0.97 0.97 0.97 0.97 0.93 0.97 0.95 0.95 0.97
 対前年度比（後期） 1.07 1.03 1.02 1.05 1.04 1.04 1.04 1.02 1.04 1.03 1.02 1.04

③費用額の推移

8月 9月 10月 11月 12月 R7/1 月 2月 3月 4月 5月 6月 7月
 国　保　計 18,665,611 17,154,666 17,081,577 18,570,688 17,460,149 18,206,823 17,714,203 16,416,468 17,794,406 17,650,089 17,249,633 17,550,097
 後期高齢者 34,829,471 33,237,329 32,710,672 34,800,873 33,341,922 35,014,565 35,156,291 32,310,553 35,145,021 34,417,340 34,208,705 34,195,506
 対前年度比（国保計） 1.02 0.95 0.95 1.00 0.97 0.99 0.99 0.93 0.98 0.98 0.98 1.02
 対前年度比（後期） 1.08 1.02 1.00 1.05 1.03 1.05 1.07 1.00 1.05 1.04 1.03 1.05

④ 1人当たり費用額の推移（③／①）

8月 9月 10月 11月 12月 R7/1 月 2月 3月 4月 5月 6月 7月
 国　保　計 31,888 29,456 29,426 32,172 30,420 31,874 31,142 28,984 31,573 30,962 30,396 31,054
 後期高齢者 73,787 70,217 68,902 73,095 69,867 73,232 73,389 67,280 73,028 71,331 70,746 70,574
 対前年度比（国保計） 1.06 0.99 0.99 1.05 1.01 1.04 1.04 0.98 1.02 1.02 1.02 1.06
 対前年度比（後期） 1.05 0.98 0.97 1.02 1.00 1.01 1.04 0.97 1.02 1.01 1.00 1.02

⑤ 1件当たり費用額の推移（③／②）

8月 9月 10月 11月 12月 R7/1 月 2月 3月 4月 5月 6月 7月
 国　保　計 22,972 22,811 22,669 23,270 22,742 22,462 23,003 22,550 22,605 23,045 23,258 23,219
 後期高齢者 32,144 32,421 31,556 31,910 31,498 32,024 33,291 31,885 32,493 31,811 32,211 31,613
 対前年度比（国保計） 1.03 1.00 1.01 1.04 1.00 1.02 1.02 1.01 1.01 1.02 1.03 1.04
 対前年度比（後期） 1.01 0.99 0.98 1.00 0.99 1.01 1.02 0.99 1.01 1.02 1.01 1.01
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■介護保険の状況
①認定者数の推移 （人）
審 査 月 8月 9月 10月 11月 12月 R7/1 月 2月 3月 4月 5月 6月 7月
認定者数 152,702 152,939 153,262 153,941 154,223 154,227 153,916 153,294 153,810 154,107 154,520 155,082 
対前月差 678 237 323 679 282 4 -311 -622 516 297 413 562 

※認定者数は、審査月の前月の（サービス提供月）末時点若しくはその月途中で資格喪失した場合は直近の要支援、要介護の認定者数である。

②受給者数の推移 （人）
審 査 月 8月 9月 10月 11月 12月 R7/1 月 2月 3月 4月 5月 6月 7月
受給者数 138,847 137,858 139,162 139,949 140,369 140,369 138,916 138,157 139,347 139,673 140,577 141,363
対前月差 659 -989 1,304 787 420 0 -1,453 -759 1,190 326 904 786 

※受給者数は、認定者のうち、現物給付を受けた人数であり、明細書を被保険者番号で名寄せした件数。

③費用額の推移

8月 9月 10月 11月 12月 R7/1 月 2月 3月 4月 5月 6月 7月
 費用額 22,504,686 21,978,857 21,846,649 22,601,260 21,912,482 22,181,858 21,586,413 20,383,421 22,191,735 21,924,094 22,579,938 22,092,499
 対前年度比 1.05 1.03 1.04 1.05 1.03 1.03 1.02 1.00 1.04 1.03 1.02 1.03 

※費用額とは保険給付額、総合事業費、公費負担額、利用者負担額、特定入所者介護サービス費等費用額を合計した 額（食事提供費含む）である。

④ 1人当たり費用額の推移（③／②）

8月 9月 10月 11月 12月 R7/1 月 2月 3月 4月 5月 6月 7月
 1人当たり費用額 162,083 159,431 156,987 161,496 156,106 158,025 155,392 147,538 159,255 156,967 160,623 156,282
 対前年度比 1.02 1.01 1.01 1.02 1.00 1.01 1.00 0.98 1.02 1.01 1.00 1.01 

①件数の推移 （件）
審 査 月 8月 9月 10月 11月 12月 R7/1 月 2月 3月 4月 5月 6月 7月
障 害 者 34,397 34,544 35,984 34,401 34,614 35,212 34,805 34,694 36,243 35,789 36,051 36,466
対前月差 -209 147 1,440 -1,583 213 598 -407 -111 1,549 -454 262 415
障 害 児 18,437 17,960 19,247 18,626 19,055 19,039 19,234 19,042 20,446 19,456 19,140 19,626
対前月差 244 -477 1,287 -621 429 -16 195 -192 1,404 -990 -316 486

②費用額の推移

8月 9月 10月 11月 12月 R7/1 月 2月 3月 4月 5月 6月 7月
 障害者 5,905,327 5,755,469 5,733,630 6,020,382 5,780,608 5,867,943 5,761,487 5,415,702 6,004,489 6,077,735 6,279,806 6,167,210
 障害児 1,689,965 1,572,760 1,578,282 1,656,392 1,604,984 1,566,876 1,560,493 1,544,371 1,705,843 1,684,781 1,674,047 1,730,122
 対前年度比（障害者） 1.14 1.08 1.11 1.11 1.11 1.10 1.10 1.07 1.11 1.11 1.07 1.10 
 対前年度比（障害児） 1.25 1.14 1.17 1.21 1.19 1.16 1.18 1.15 1.17 1.19 1.08 1.13 

③ 1件当たり費用額の推移（②／①）

8月 9月 10月 11月 12月 R7/1 月 2月 3月 4月 5月 6月 7月
 障害者 171,681 166,613 159,338 175,006 167,002 166,646 165,536 156,099 165,673 169,821 174,192 169,122
 障害児 91,662 87,570 82,001 88,929 84,229 82,298 81,132 81,103 83,432 86,594 87,463 88,155
 対前年度比（障害者） 1.08 1.03 1.06 1.07 1.05 1.05 1.05 1.04 1.06 1.05 1.04 1.05 
 対前年度比（障害児） 1.12 1.03 1.07 1.10 1.07 1.06 1.07 1.06 1.06 1.05 1.03 1.05 

■障害者総合支援給付費の状況
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■歳入関係
・入金確認
　金融機関の明細照会等を基に、本会のシステムに登録
されているデータとの突合確認（消込）を毎日実施して
います。
・日計表作成
　入出金伝票を基に日計表を作成し、当日の銀行残高等
と相違が無いか確認しています。

■歳出関係
・支払業務
　各課から提出された伝票や支払データを精査し、支払期日までに医療機関、事業所等に支払を行
います。その他、審査委員への報酬や職員の給与等の支払も行っています。

■監査・出納検査関係
・ 本会では、多額の公金を取り扱うことから、監査・出納検査を受けています。
　監査並びに出納検査等については、監査規則に基づき、毎年 4月に監査実施計画書を作成し、監
事による承認を受けて実施しています。

検　査　実　施　者 実　施　時　期

出納検査員 年 4回（6月・8月・11 月・2月）

監事 年 2回（6月・11 月）
6月は決算、11 月は中間監査

全課長 毎週 1回（月曜日に実施）

外部の公認会計士 毎月（5月を除く）1回
6月は決算監査で 3日間実施

茨城県 年 1回（12 月頃）

厚生労働省 不定期

関東信越厚生局 不定期

会計検査院 不定期

■その他の業務
・決算書及び附属書類の作成
・財産の運用、積立金の管理
・備品及び財産台帳の管理
・年末調整、源泉徴収    等

　会計課は出納係のみで構成されており、現在は課長以下 3名体制
です。
　今回は、会計課における主な業務について紹介いたします。

会計課
国保連合会の

業務を紹介するコーナーです。
今回は会計課

です。
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6月7月8月

令和7年度障害福祉事務担当者説明会 ―7/1（火）
　市町村の障害福祉
担当者向けに、「障
害者総合支援給付費
審査支払業務及び障
害児給付費審査支払業務の概要」、「過誤申立書」、「障害
者総合支援市町村等支援システム」、「訪問系サービスコー
ドの修正に伴う対応概要」について説明した。
　その後、8班に分かれ「障害福祉業務等で抱えている課
題・問題等」についてグループ討議した。

令和7年度第1回広報委員会 ―7/1（火）
　標記委員会が開催され、委員長、副委員長の互選の後、
「令和 7年度広報事業実施計画について」、「令和 7年度効
果的な広報事業 ( 駅構内等での広報事業 ) の実施につい
て」、「令和 7年度被保険者啓発ポスターの作成について」
を報告した。
　また、「令和 7年度
標語募集事業の実施
について」協議した。

令和7年度保健事業支援・評価委員会グループ支援
 ―6/12（木）、6/19（木）、7/3（木）
　特定健診・特定保健
指導実施率向上に向け、
対象者の選定や周知方
法、関係機関との連携
など各市町村の課題と
助言希望の内容についてグループ討議後に委員から講評
をいただいた。

令和7年度経営計画推進委員会 ―6/26（木）
　標記委員会を開催
し、「第 5次中期経営
計画の取組の特徴に
ついて」、「職員体制

の充実・強化について」、「審査支払業務の効率化・高度
化について」、「保険者支援業務の充実・強化について」、「後
期高齢者医療広域連合への支援強化について」、「財務運
営の健全化について」および「リスクマネジメントの強化
について」を各担当者から説明し、協議いただいた。
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会
議
室
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（木）
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和
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保
健
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支
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・
評
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プ
支
援

市
町
村
会
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「
2
0
1
」
会
議
室
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（金）
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民
健
康
保
険
診
療
施
設
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議
会
監
事
監
査

利
根
町
国
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、
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間
市
立
病
院

25
（金）
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和
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第
2
回
通
常
総
会

市
町
村
会
館
大
会
議
室

31
（木）

茨
城
県
保
険
者
協
議
会

本
会
第
二
会
議
室

26
（火）

茨
城
県
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
長
会
会
長
調
査
研
究
会

福
島
県

27
（水）

茨
城
県
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
長
会
会
長
調
査
研
究
会

福
島
県

令
和
7
年
度
国
民
健
康
保
険
料
（
税
）
事
務
研
修
会

県
庁
共
用
会
議
室

28
（木）

令
和
7
年
度
第
1
回
高
齢
者
の
保
健
事
業
と

介
護
予
防
等
の
一
体
的
な
実
施
に
係
る
研
修
会

市
町
村
会
館
講
堂

令
和
7
年
度
第
2
回
出
納
検
査

本
会
第
一
会
議
室

30
（土）

令
和
7
年
度
茨
城
県
国
保
診
療
施
設
協
議
会

勤
務
医
師
・
看
護
師
・
事
務
長
等
合
同
研
修
会

水
戸
市
内
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茨城県後期高齢者医療広域連合と共催で標記研修
会を開催し、茨城県立医療大学保健医療学部理学療
法学科准教授の松田智行氏に「身体的フレイル対策
の取り組みの推進について」と題し講演いただいた。
介護が必要になった主な原因として、「骨折・転倒」
があり、「認知症」、「脳血管疾患」に次いで 3番目に
多い。介護予防に関連する疾病群として、「ロコモティ
ブシンドローム」や「サルコペニア」、「フレイル」があげられ、筋力の低下が要因の 1
つとなっている。筋力の低下を予防するためには、レジスタンストレーニングが有効で
あると話され、椅子やゴムチューブを使用したトレーニング方法について紹介があった。
具体的な取り組み事例として、阿見町と協働で実施しているフレイル予防講座につい
て説明され、高齢者が運動を継続するための仲間づくりをサポートすること、社会参加・
地域のつながりが大切であると話された。
続いて、参加者が「栄養」・「口腔」・「身体的フレイル」の中から特に話し合いたいテー
マを事前に選び、テーマごとに 10 グループに分かれてフレイル対策に関する情報交換会を行った。
 情報交換後には、共有したい内容について各グループから発表があった。「栄養」では地元のスーパーと
共同でフレイル弁当を開発し、対象者の保健指導につながった事例や、「口腔」では体操教室と組み合わせ
たり、咀嚼ガムを用いて目で見て分かりやすいような工夫
をして受け入れてもらいやすいようにしているという事
例などについて発表があった。
また、「身体的フレイル」では、教室に参加できる人は
健康に問題がない人も多いため、地区ごとにフレイル測定
会などを行うなどしてフレイルの対象者を掘り起こす取
り組みが必要なのではないかという意見があった。

令和7年度 第1回高齢者の保健事業と介護予防等の一体的な実施に係る研修会
令和7年 8月 28日（木）　市町村会館講堂

松田智行氏

情報交換会の様子

茨城県と共催で標記研修会を開催した。6グルー
プに別れ「国民健康保険料（税）における課税と徴
収の連携について」と「外国人の滞納整理について」
の 2つの課題について討議した。
グループ討議では、「国民健康保険料（税）におけ
る課税と徴収の連携」について、賦課・徴収で担当
課が分かれている市町村が多く、お互いの業務が連
携していない時があり対応に困ったことがあった。
滞納システムが、共有で見ることができない市町村があるなどの課
題に対し改善策として、賦課・徴収の課を跨いで、定期的にミーティ
ング等を設け情報共有することや、滞納システムに、複数課が入力し、
その都度新しい情報にしておくと良いなどの改善策が発表された。
また「外国人の滞納整理」では、国保料（税）について理解されて
いない。多言語化が進んで説明が困難などの課題に、早期の滞納整理、
ポケットトークやタブレットの活用などの改善策が発表された。
グループ発表の後、保険料（税）収納向上アドバイザーの坂本均氏から講評と説明があった。
参加者からは、「自治体でかなり違いがあることに驚いた。」「他自治体の様々な意見が聞けて参考になっ
た。」との声があった。

令和7年度国民健康保険料（税）事務研修会
令和7年 8月 27日（水）　茨城県庁11階共用会議室

近藤文雄氏坂本均氏
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10月14日（火） 令和7年度糖尿病性腎症重症化予防研修会
10月15日（水） 令和7年度糖尿病性腎症重症化予防研修会
10月24日（金） 令和7年度特定健康診査・特定保健指導実施者研修（経験者向け）
10月下旬 令和7年度第2回広報委員会
11月 4 日（火）  令和7年度健康づくり推進研修会
11月14日（金） 国保制度改善強化全国大会（東京都）
11月17日（月）  令和7年度国民健康保険運営協議会委員研修会及び市町村（国保組合）

国保主管課長研修会
11月下旬 令和7年度第3回出納検査
12月上旬 第2回高齢者の保健事業と介護予防等の一体的な実施に係る研修会

お 知 ら せ

　9月に入り、今年も残り4か月を切りました。

　日没時間が少しずつ早くなり、秋の足音が近づいて来ているように感じます。

　思い返すと、今年の春は桜の開花が遅れましたが、スプリングコートを着た日

があったかしら ?近年は、春と秋が短く、おとめ座の私としては、天高く…秋晴

れに涼しい風を感じ、食欲だけではなく、木々の色の移り変わりや、ファッショ

ンなど、秋が少しでも長く楽しめると良いなと思います。 （N母さん）

〈〈 広報事業のご紹介 〉〉
本会では、令和 7年度の広報事業として、各種被保険者啓発ポスターを作成しました。

茨城県内
駅構内等での
広報事業を
実施する
予定です

　令和 7年度は、11月

に県内の駅構内等でデ

ジタルサイネージ及び

紙媒体での糖尿病予防

のポスター掲示を予定

しています。どうぞご

覧ください。
第三者行為求償届出促進 糖尿病予防啓発
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見本の送付を承っております。下記よりお申し付けください。

ジェネリック医薬品の
利用促進のために

カード2枚（ミシン目なし） カード3枚（ミシン目入り）
シール：小8枚・大4枚

シール：小8枚・大2枚

使ってますか？ 
ジェネリック医薬品
知ってますか？ 
バイオシミラー

株式会社 ライズファクトリー 〒102-0072  東京都千代田区飯田橋2-1-4  ITビル6F
お問合せ・お見積り・見本のご希望などは、お気軽に下記へご連絡ください。

03-3288-0099TEL 03-3288-0097FAX info@risefactory.co.jpMAIL

https://www.risefactory.co.jp/
商品の詳しい情報はホームページをご覧ください。

三六変型判
（162mm×86mm） 
全6ページ（巻き三つ折）
オールカラー 
定価 ：  45円（税別）

ジェネリック
医薬品で
お薬代の
節約を！

A4判・ペラ表裏
オールカラー
定価 ：  35円（税別）

知っていますか？

リフィル
処方せん

A4判・ペラ表裏
オールカラー
定価 ：  35円（税別）

みんな
使っています！
ジェネリック
医薬品
三六変型判
（162mm×86mm） 
全6ページ（巻き三つ折）
オールカラー 
定価 ：  50円（税別）

ご利用ください

ジェネリック
医薬品希望
シール

診察券・お薬手帳などに貼ってください
ジェネリック医薬品
希望シール

薬のお悩み
解決しましょう！

薬の飲み残し

A4判・ペラ表裏
オールカラー
定価 ：  35円（税別）

薬のお悩み
解決しましょう！

多剤服用

A4判・ペラ表裏
オールカラー
定価 ：  35円（税別）

リーフレット各種 シール

B6変型判
（182mm×98mm）
表カラー・裏１色
定価 ： 50円（税別）

A6判／表カラー・裏面1色
定価 ： 50円（税別）

診察券
お薬手帳用

0120-102525 ●ホームページアドレス●　http：//www.tkhs.co.jp/

お問い合わせ・ご注文は電話またはFAXで
〒113-0021　東京都文京区本駒込2丁目29番22号
電話（03）5977-0300　FAX（03）5977-0311

この他にも●健康づくり事業●高齢者対策事業●制度の趣旨普及●医療費の適正化●収納率向上、等お手伝いいたします。

東京法規出版　パンフレットのご案内です！

糖尿病対策健康づくり
糖尿病予備群に
注意しよう！

どうして私が
"貧血"に！？

A4判
表紙4頁
本文16頁
カラー
定価180円

監修／
国家公務員
共済組合連合会
虎の門病院
院長　
門脇　孝

HE300570

A4判
表紙共2頁
カラー
1セット50枚
（帯留め）
定価1,000円

HE290610

監修／帝京大学
臨床研究センター
センター顧問　
寺本内科・歯科
クリニック内科
院長　寺本民生

監修／
帝京大学臨床
研究センター
センター顧問　
寺本内科・歯科
クリニック内科
院長　寺本民生

監修／
早稲田大学
スポーツ科学
学術院　教授　
宮地元彦

監修／
東京慈恵会
医科大学
医学部
客員教授　
和田高士

メンタルヘルス対策

B5判
表紙4頁
本文32頁
カラー
定価200円

HE141140

新版　はたらく
ココロ相談室

編著／精神科医・
大阪樟蔭女子
大学名誉教授・
日本産業
ストレス学会
元理事長
夏目　誠

監修／
横浜労災病院
勤労者メンタル
ヘルスセンター長　
山本晴義

A4判
表紙4頁
本文16頁
カラー
定価180円

HE141150

働くあなたの
セルフケアブック

あなたの
健康相談室

A4判
表紙共16頁
カラー
定価170円

HE011610

A4判
表紙4頁
本文16頁
カラー
定価180円

HE011620

＋10分からだを
動かすマイルール

A4判
表紙共4頁
カラー
定価50円

HE155090

ヘルスケアマガジン
Well

2026年版カレンダー

A2判
ポスター
カラー
定価110円

HE166390

上手に選ぶ！　らくらく続ける！
＋10エクササイズ
　　　　　　  カレンダー

体操動画付

A4判／表紙共28頁
カラー／定価290円

HE166370

あなたの生活に毎月3つの実践をプラス
健康づくりカレンダー

A4判／表紙共16頁
カラー／定価210円

HE166380

介護予防＆フレイル
対策カレンダー
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社会保険出版社株式
会社

社会保険出版社 検索 大阪
支局

名古屋
支局

九州
支局

■A4判／2頁カラー／リーフレット ■A4判／4頁カラー／リーフレット

932071

■A4判／4頁カラー／
　リーフレット

501111

健診結果
「要精検」「要治療」の
放置はキケンです！

407171

医療機関にかかる前に
知っておきたい
子どもの上手な
医療のかかり方

資格情報のお知らせまたは
資格確認書のどちらか
一方を交付いたします

本体  36円＋税 本体  36円＋税本体  22円＋税

出版物のご案内出版物のご案内出版物のご案内出版物のご案内出版物のご案内出版物のご案内 多部数の配布をご検討により見本をご希望
の際は、無償で送付いたします。見本進呈住民への啓発に

茨城のこくほ　2025年9月号



 作り方 
① ピーマンはヘタと種をとり、縦方向に千切りをする。（繊維を断ち切ら
ないように縦に切ることで、ピーマンの苦みを抑えることができます。）

　にんじんは千切り、玉ねぎは薄切りにする。
② ボウルにBを入れてよく混ぜ、たれを作る。
③別のボウルにAを入れて混ぜる。
　 よく混ざったら①とピザ用チーズを入れて、軽く混ぜ合わせる。
④ フライパンに半量のごま油を入れて中火で熱し、③を流し入れて丸く形
を整える。焼き色がついたら裏返し、残りのごま油を鍋肌から入れ、弱
めの中火で焼く。

⑤ 両面がこんがり焼けたら食べやすい大きさに切って器に盛り、たれを添
える。

　ピーマンやにんじんなどを使った野菜たっぷりの 1品です。チーズを入
れたり、ピーマンの切り方を工夫したりすることで、苦みが苦手な方でも
食べやすいレシピになっています。

ピーマン………………… 2個
にんじん………………… ¼本 
玉ねぎ……………………⅓個
ピザ用チーズ…………… 25g
ごま油……………… 大さじ1
　薄力粉…………… 大さじ4
　片栗粉…………… 大さじ2 
　卵……………………… 1個
　水……………………… 40g
　鶏ガラスープの素
　　………………… 小さじ½
　しょうゆ………… 小さじ2
　酢………………… 小さじ2 
　ごま油…………… 小さじ½
　白いりごま………お好みで

神栖市編

特産品の
おいしい
レ シ ピ

 材料（2人分） 

ピーマン今回の特産
品

　温暖な気候と水はけのよい砂
質土壌の神栖市は、ピーマンの好
む最適な条件を備えており、現在
日本一の産地を誇っています。神
栖市で主に栽培される品種は「み
おぎ」です。グリーンの色が濃く、
やわらかくて苦味が少ない食べや
すいピーマンです。

発　行／令和 7年 9月 住　所／水戸市笠原町 978番 26
発行所／茨城県国民健康保険団体連合会 電　話／ 029-301-1550（代）茨城の国保　2025年秋号

1人分の栄養価

エネルギー  266Kcal
たんぱく質  9g
脂質  13g

炭水化物  28g
食塩相当量  1.5g
野菜量  78.5g


